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災害への備えは万全ですか
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税金は納期内に納めましょう

青年海外協力隊レポート

笛吹市探訪

環境ニュース

図書館インフォメーション



　市、自主防災組織等が緊密な連携を図り、防災意識を高める中で

速やかに災害応急対策が実施できるよう実践的な訓練を実施します。

▼訓練規模　市内132行政区市民を対象に実施します。

▼訓練日時　９月５日（日）　午前８時～11時10分

▼訓練場所　各行政区で決められた集合場所にて実施します。（公民館等）

■問合せ先　総務課　消防防災担当　☎�055（262）4111

市指定避難所一覧

地　　区避難場所

東町・仲町・西町・窪中島・四日市場石和南小学校　校舎・体育館1

川中島(荒屋地区)・下平井・上平井・中川石和東小学校　校舎・体育館2

川中島(荒屋地区を除く)・八田・山崎・松本・駅前・山岸石和北小学校　校舎・体育館3

東高橋・今井・河内・砂原・井戸・東油川・恵比寿富士見小学校　校舎・体育館4

唐柏石和西小学校　校舎・体育館5

広瀬・向田石和中学校　校舎・体育館6

日の出・小石和スコレーセンター7

二之宮・夏目原・金川原・井之上・下井之上御坂西小学校　校舎・体育館8

八千蔵・栗合御坂福祉センター9

尾山・下野原・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階御坂中学校　校舎・体育館10

藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎・新上宿・坂野・道場・駒留・若宮・八反田・下黒駒御坂東小学校　校舎・体育館11

成田・下成田・国衙みさかの湯12

小城・北都塚・一ノ宮・末木・本都塚・金田一宮中学校　校舎・体育館13

竹原田竹原田公民館14

市之蔵市之蔵公民館15

下矢作・東原・国分・坪井・田中一宮西小学校　校舎・体育館16

新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・金沢・土塚・石・地蔵堂・千米寺一宮南小学校　校舎・体育館17

中尾・南野呂・北野呂・上矢作一宮北小学校　校舎・体育館18

増田八代総合会館19

南・北若彦路ふれあいスポーツ館　体育館20

岡・永井・米倉浅川中学校　校舎・体育館21

高家・竹居・奈良原八代小学校　校舎・体育館22

石橋・三椚・大坪・境境川スポーツセンター　体育館23

原境川防災センター24

大黒坂・小黒坂・小山・前間田境川小学校　校舎・体育館25

大窪大窪公民館26

藤垈藤垈公民館27

間門間門公民館28

上寺尾・中寺尾上寺尾公民館29

熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・別田・桑戸北・桑戸西・桑戸中・桑戸東春日居小学校　校舎・体育館30

国府・鎮目上・鎮目中・鎮目下春日居中学校　校舎・体育館31

徳条かすがい西保育所32

枝郷・寺本・加茂春日居福祉保健センター33

小松春日居福祉会館34

上芦川・新井原・中芦川・鶯宿芦川小学校　校舎35

三角巾を使用した救命救護訓練

　
被
災
地
の
方
は
ご
自
宅
の
電
話
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
災
地
以
外
の
方
は
被
災
地
の
方
の

電
話
番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
り
ま
し
ょ

う
　
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役
所

や
消
防
署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
だ
け

で
被
災
し
た
人
々
を
す
べ
て
救
出
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
家
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
を
い
ち
早
く
助
け
出
せ
る
の

は
、
隣
近
所
の
人
々
で
す
。
地
区
（
自
主

防
災
組
織
）
に
お
け
る
各
自
の
役
割
を
確

認
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
組
織
の
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
と
き
、
周
り
の
人
の
助
け

が
必
要
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
高
齢
者
、

体
の
不
自
由
な
方
、
妊
婦
、
乳
幼
児
、

外
国
人
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
の
か
、
普

段
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　

▼
非
常
用
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
に
備
え
る
非
常
用
品
は
、
緊
急

避
難
の
と
き
に
持
っ
て
逃
げ
る
「
非
常

持
出
品
」
と
災
害
後
の
生
活
を
さ
さ
え

る
「
非
常
備
蓄
品
」
に
分
け
て
備
え
ま

し
ょ
う
。

○
非
常
持
出
品

　
飲
料
水
、
非
常
用
食
品
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
救
急
セ
ッ
ト
、

衣
類
、
常
備
薬
な
ど
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
非
常
持
出
品
は
玄
関
や
寝

室
な
ど
持
ち
出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
置

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
備
蓄
品

　
飲
料
水
や
食
べ
物
な
ど
の
非
常
備
蓄

品
は
、
最
低
３
日
分
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
１
年
に
１
回
、
定
期
的
な
入

れ
か
え
や
補
充
も
大
切
で
す
。

　
水
は
１
人
当
た
り
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

が
目
安
で
す
。
食
べ
物
は
調
理
の
手
間

が
な
く
、
保
存
が
利
く
も
の
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
具
の
転
倒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
地
震
の
と
き
、
家
具
は
凶
器
に
も
な

り
ま
す
。
屋
内
で
の
負
傷
の
原
因
で
多

い
の
が
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
で

す
。
転
倒
防
止
の
た
め
固
定
を
日
頃
か

ら
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
寝
室
や
子
ど
も
、
高
齢
者
の
い
る
部

屋
に
は
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
避
難
や
災
害
時
の
連
絡
方
法
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
平
日
の
被
災
で
は
、
家
族
が
一
緒
に

い
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
家
族
が
別
々

の
場
所
で
被
災
し
た
と
き
、
ど
こ
で
落

ち
合
う
か
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
安

否
の
確
認
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
普
段

か
ら
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
非

常
事
態
で
は
気
が
動
転
し
正
常
に
考
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
は
ど
こ

か
、
道
順
は
ど
う
す
る
か
な
ど
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
に
よ
っ
て
家
族
な
ど
と
連
絡
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の

た
め
に
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」

や
電
話
会
社
が
提
供
す
る
「
災
害
用
伝

言
板
」
な
ど
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

の
利
用
方
法

※
使
用
開
始
時
期

●
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

時
●
災
害
等
発
生
に
よ
り
電
話
が
混
み
合

っ
た
時

●
警
戒
宣
言
発
令
後
、
状
況
に
応
じ
て

提
供

※
防
災
週
間
８
月
30
日
午
前
９
時
〜
９

月
５
日
午
後
５
時
、
毎
月
１
日
０
時

〜
24
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

を
体
験
利
用
で
き
ま
す
。

家具に取り付けられた防災対策用品



　
平
成
15
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
、
７

年
連
続
で
住
宅
火
災
に
よ
っ
て
１
０
０

０
人
以
上
の
方
が
尊
い
命
を
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
死
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
約
６
割
を
占
め
て
い
て
、
社
会
の
高

齢
化
に
伴
い
、
今
後
さ
ら
に
死
者
数
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は
、

火
災
の
煙
を
感
知
し
て
音
声
や
警
報
音

で
知
ら
せ
て
く
れ
る
た
め
、
火
災
の
早

期
発
見
に
と
て
も
有
効
で
す
。

　
火
災
の
発
生
に
早
く
気
付
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
効
果
的
な
初
期
消
火
や
早
い

段
階
で
の
消
防
署
へ
の
１
１
９
番
通
報

も
可
能
に
な
り
、
万
が
一
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
設
置
場
所

　
「
す
べ
て
の
寝
室
」
と
「
寝
室
の
あ
る

階
の
階
段
」
に
設
置
し
ま
す
。

※
安
全
、
安
心
の
た
め
に
台
所
な
ど
火

災
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
に

も
努
め
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
設
置
方
法

　
機
器
に
付
属
し
て
い
る
ネ
ジ
な
ど
で
、

簡
単
に
天
井
又
は
壁
に
取
り
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
購
入
方
法

　
防
災
機
器
の
取
り
扱
い
代
理
店
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
消
防
職
員
等
を
装
っ
て
販
売
す
る
な

ど
、
不
適
正
な
訪
問
販
売
の
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
維
持
管
理

　
定
期
的
（
月
１
回
程
度
）
に
本
体
の
ボ

タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
引
く
な
ど
し

て
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
す
。

※
ホ
コ
リ
な
ど
が
付
く
と
感
知
不
良
や

誤
作
動
の
原
因
に
な
る
の
で
、
定
期

的
に
乾
い
た
布
な
ど
で
拭
い
て
く
だ

さ
い
。

　
「
付
い
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
事

例
が
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
住
宅

防
火
情
報
」
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

住
宅
防
火
の
切
り
札
！
住
警
器
！

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
命
、
貴

重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
住
警
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
消
防
署

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
０
１
１
９

　
９
（
き
ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ

う
）
で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の

日
」
、
す
な
わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
は
皆
さ
ん
に
、
救
急
業

務
や
救
急
医
療
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医

療
週
間
」
（
本
年
は
９
月
５
日
〜
11
日
）

と
し
て
、
全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
お
い
て
も
、
９
月
９
日（
木
）

に
石
和
温
泉
駅
前
特
設
会
場
で
救
急
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場
　
Ｊ
Ｒ
石
和
温
泉
駅
前
特
設
会
場

　
（
笛
吹
市
石
和
町
松
本
１
７
７
―
１
）

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
応
急
措
置

の
方
法
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
！

　
応
急
手
当
の
重
要
性
は
、
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
速
や
か
に
適
切
な

応
急
措
置
を
行
う
こ
と
で
、
傷
病
者
の

救
命
効
果
が
一
層
上
が
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　
救
命
率
の
向
上
に
は
、
次
の
４
つ
の

連
携
が
、
す
ば
や
く
な
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
連
携
プ
レ
ー
の
第
一
歩
は
、

あ
な
た
の
通
報
、
「
応
急
措
置
」
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

①
早
い
１
１
９
番
通
報

お
ち
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と

１
１
９
番
に
通
報
す
る
。

②
早
い
応
急
手
当

救
急
車
到
着
前
の
早
い
心
肺

蘇
生
と
早
い
除
細
動
の
対
応
。

③
早
い
救
急
処
置

救
急
救
命
士
等
の
行
う
高
度

な
救
急
処
置
。

④
早
い
救
命
医
療

医
療
機
関
に
お
け
る
高
度
な

救
命
医
療
。

　
消
防
本
部
で
は
、
平
成
22
年
度
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、
応
急
手
当
の
講

習
会
を
数
多
く
開
催
し
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
応
急
措
置
の
方
法
を
マ
ス

タ
ー
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
を
受
け
た
い
方
は
、
消
防
署

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

署員による指導で心肺蘇生法を行う参加者（右）

耐震改修工事イメージ（筋かいによる補強）

死者数半　壊全　壊

東海地震 37130,9286,912

南関東直下プレート境界地震 10114,9491,763

釜無川断層地震 2,42556,66450,804

藤の木愛川断層地震 1,82856,37038,169

曽根丘陵断層地震 80933,50516,888

糸魚川－静岡構造線地震 73339,35015,288

総合評点 判　　定

1.5以上 安全である

1.0以上～
1.5未満

一応安全で
ある

0.7以上～
1.0未満

やや危険で
ある

0.7未満 倒壊または
大破壊の危
険がある

　
な
ぜ
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
亡
者（
約

６
４
０
０
名
）
の
約
８
割
が
住
宅
の
倒
壊

等
に
よ
る
圧
死
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
56
年
以
前
の
建
築
で
未
改

修
の
木
造
住
宅
は
、
震
度
７
（
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
最
大
値
）の
地
震
に
対
し
て
、

全
壊
率
は
９
割
前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
地
震
防
災
計
画
に
よ
る
と
、

こ
れ
か
ら
先
、
本
県
で
想
定
さ
れ
る
地
震
・

被
害
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
耐
震
診
断
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で

し
ょ
う
か
　

○
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
場
合

　
診
断
す
る
建
物
の
地
盤
・
基
礎
の
状
態
・

建
物
の
形
状
・
壁
及
び
筋
か
い
の
配
置

や
割
合
・
建
物
の
老
朽
度
な
ど
か
ら
、

地
震
に
対
す
る
耐
力
を
総
合
的
に
判
断

す
る
も
の
で
す
。

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
、
２
階
建
て
以
下
の

木
造
在
来
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住

宅
を
対
象
に
、
無
料
で
耐
震
診
断

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
但
し
、
申
し
込
み
件
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
、
申
し
込
み
に
必
要
な
要

件
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　
耐
震
診
断
で
、
総
合
評
点
１
・
０
未

満
と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
や
建
替
工

事
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う

場
合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　
市
の
耐
震
診
断
や
山
梨
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
行
う

耐
震
診
断
等
を
受
け
た
個
人
住
宅
（
自

己
用
）
で
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

も
の
。

【
対
象
工
事
】

　
前
述
の
住
宅
の
耐
震
性
が
総
合
評
点

１
・
０
以
上
と
な
る
よ
う
な
耐
震
改
修

工
事
や
耐
震
化
建
替
工
事
が
対
象
で
す
。

【
補
助
金
額
】

　
耐
震
改
修
や
建
替
工
事
に
要
す
る
費

用
の
２
／
３
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。

　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
24
万
円
が
上
限
。

　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
必
ず
着
手
前
に

申
請
・
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
既

に
着
手
し
た
も
の
や
完
成
し
た
も
の
は
、

補
助
対
象
外
で
す
。

※
詳
細
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
６
１
）
３
３
３
４



　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
市
の
大
切
な
財
源

で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
大
切
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
税
の
公
平
性
を
保
ち
、
公

正
・
公
平
な
行
政
を
進
め
る
た
め
、
市
税
の
収
納
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
も
な
く
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付

し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
や
疾
病
な
ど
に
よ
り
税
金
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
徴
収

の
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

市
税
は
重
要
な
財
源
で
す

　　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、

教
育
の
振
興
、
消
防
な
ど
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
に
は
、
市
税

が
重
要
な
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
は
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
を

つ
く
る
た
め
に
、
市
税
の
収
入
確
保
と

滞
納
額
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

税
の
負
担
は
公
平
に

　
納
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
人
が
増
え
る
と
、

単
に
市
の
収
入
が
減
る
だ
け
で
は
な
く
、

納
期
内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
不
公

平
・
不
均
衡
が
生
じ
、
新
た
な
滞
納
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
滞
納
さ
れ
た
市
税
を
徴
収
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
市
税
を
使
う
と
い
う
悪
循

環
を
招
き
、
有
効
な
市
税
の
使
い
方
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
税
収
入
と
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
滞
納
整
理
を
一
層

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　　
納
税
に
は
納
め
忘
れ
を
防
い
だ
り
、

納
付
の
手
間
が
省
け
た
り
す
る
、
口
座

振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
8
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
金

融
機
関
へ
口
座
振
替
依
頼
書
（
捺
印
し
て

あ
る
も
の
）
を
提
出
す
る
方
法
に
加
え
、

市
役
所
本
庁
収
税
課
及
び
国
民
健
康
保

険
課
の
窓
口
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
口
座
振
替
の
手
続
き
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

※
専
用
の
口
座
振
替
受
付
機
に
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
、
ご
自
身
で

暗
証
番
号
の
入
力
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み
手

続
き
が
完
了
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合

は
滞
納
と
な
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

納
付
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
そ
の
額

は
増
え
て
い
き
ま
す
。
市
税
を
滞
納
し

て
い
る
人
に
は
、
督
促
状
な
ど
の
文
書

や
電
話
に
よ
る
催
告
や
必
要
に
応
じ
て

訪
問
し
、
早
期
に
完
納
す
る
よ
う
に
強

く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
収
入
や
財
産
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
再
三
の
催
告
に
応
じ
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
債
権
や
不
動
産
な
ど
の

財
産
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
後
も
な
お
、
市
税
を

完
納
し
な
い
と
き
は
、
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
金
銭
に
換
え
、
滞
納
し
て
い
る

市
税
に
充
て
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
滞

納
を
減
ら
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。滞

納
処
分
の
流
れ

①
納
税
通
知
書
発
送

②
納
付
期
限

③
延
滞
金
の
発
生

④
督
促
状
発
送
（
納
期
限
後
20
日
以
内
に

発
送
）

⑤
催
告
（
文
書
や
電
話
）
・
納
税
相
談
・

訪
問
徴
収

⑥
給
与
調
査
・
預
金
調
査
・
財
産
調
査（
国

税
徴
収
法
第
1
4
1
条
に
よ
り
徴
税

吏
員
の
権
限
）

⑦
滞
納
者
の
財
産
（
不
動
産
・
給
与
・
預

貯
金
・
自
動
車
等
の
動
産
・
そ
の
他
）

の
差
し
押
さ
え

⑧
公
売

延
滞
金
に
つ
い
て

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
延
滞

金
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
区

分
に
応
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

額
と
な
り
ま
す
。

●
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
カ
月
間
…
…

　
年
7
・
3
％

　
特
例
基
準
割
合
（
各
年
の
前
年
の
11
月

30
日
の
日
本
銀
行
法
第
15
条
第
1
項
第

1
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
商
業

手
形
の
基
準
割
引
率
に
年
4
％
の
割
合

を
加
算
し
た
も
の
）
が
年
７
・
３
％
の
割

合
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
年
内
は

当
該
特
例
基
準
割
合
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
平
成
22
年
は
年
４
・
３
％
と
な
り
ま

す
。

●
そ
の
後
の
納
付
の
日
ま
で
…
…

　
年
14
・
6
％

　
税
額
が
2
0
0
0
円
未
満
の
と
き
延

滞
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
税
額
が
2
0
0
0
円
以
上
の

と
き
は
、
1
0
0
0
円
未
満
の
端
数
金

額
を
切
り
捨
て
ま
す
。
計
算
さ
れ
た
延

滞
金
が
1
0
0
0
円
以
上
の
と
き
は
、

1
0
0
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
、

1
0
0
0
円
未
満
の
と
き
は
全
額
を
切

り
捨
て
ま
す
。

督
促
状
に
つ
い
て

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
が
納
付
さ

れ
な
い
と
き
は
滞
納
と
な
り
ま
す
。
滞

納
の
状
態
が
続
く
と
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
滞
納
し
て
い
る
こ
と
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
督
促
手
数
料

1
0
0
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
す
で
に
銀
行
等
で
納
付
さ
れ

た
場
合
、
納
付
確
認
に
10
日
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
局
で
納
付
さ
れ

た
場
合
は
、
納
付
確
認
に
2
週
間
前
後

か
か
り
ま
す
の
で
、
納
付
済
み
で
も
督

促
状
が
送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

領
収
書
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
行

き
違
い
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

を
お
願
い
し
ま
す
。

差
し
押
さ
え
に
つ
い
て

　
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
に
は
、
督

促
状
や
催
告
書
な
ど
の
文
書
、
ま
た
は

収
税
課
か
ら
納
付
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
納
付
や
相
談
が
な
く
、
納

税
の
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
悪

質
と
判
断
し
、
関
係
機
関
に
調
査
・
照

会
を
行
い
、
給
与
、
預
金
、
不
動
産
な

ど
の
財
産
を
差
押
処
分
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
捜
索
を
行
い
、
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
納
税
す
る
意
志
が
あ
っ
て
も
う
っ
か

り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
督
促
状
や
収
税
課
か
ら
納

付
の
お
願
い
等
が
あ
り
、
滞
納
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
ら
、
速
や
か
に

納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
滞
納
と
な
っ
て
い
る
事
情
に
は
様
々

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
相
談
や

連
絡
等
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
事
情
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。
納
付
が
難
し
く
納
付
困

難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
収

税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
災
害
や
疾
病
な
ど
に
よ
り
税
額
の
全

部
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、

徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期
間
は
、

原
則
と
し
て
1
年
以
内
で
す
が
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
初
の
徴

収
猶
予
期
間
と
合
わ
せ
て
、
最
大
2
年

ま
で
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
期

間
は
、
税
金
を
分
割
し
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

徴
収
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合

　
次
の
理
由
に
よ
り
、
税
金
を
一
時
に

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
認

め
ら
れ
ま
す
。

①
納
税
者
が
そ
の
財
産
に
つ
き
、
震
災
、

風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
を
受

け
、
ま
た
は
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

②
納
税
者
本
人
ま
た
は
生
計
を
同
一
に

す
る
親
族
が
病
気
に
な
っ
た
、
ま
た

は
負
傷
し
た
と
き

③
納
税
者
が
そ
の
事
業
を
廃
止
・
休
止

し
た
と
き

④
納
税
者
が
そ
の
事
業
に
つ
き
著
し
い

損
失
を
受
け
た
と
き

⑤�

①
か
ら
④
に
類
似
す
る
事
実
が
あ
っ

た
と
き

徴
収
の
猶
予
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
納
期
限
ま
で
に
、
税
金
を
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
等
を
記

載
し
た
徴
収
猶
予
申
請
書
を
、
収
税
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
猶
予
す
る
税

額
が
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
担
保
の
提
供
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
徴
収
猶
予
申
請
書
は
収
税
課

窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
が
、
提
出
す
る
前
に
一
度
収
税

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　利用者の需要に応じて運行するデマンドバスの実証運行を実施します。

　通院、買い物に利用したいなど、様々な利用者のデマンド（需要、要求）に応じて運行します。

　今回の実証運行の乗車傾向をもとに、より便利な移動手段の提供を目指します。内容は次

のとおりです。

▼運行地域

　御坂町上黒駒（若宮）～笛吹市役所～石和温泉駅

▼運行開始予定日

　平成22年１０月１日

▼運行日

　月曜日から土曜日

　※日曜日、国民の祝日、年末年始の１２月２９日～１月３日は運休

▼運賃

　区間均一で１乗車２００円

▼利用者

　事前に「利用者登録票」により登録した方

▼利用方法

　事前にバス会社に電話にて予約

　（下のイラストを参照）

※帰りに利用する場合も同じ手順

▼実施主体

　交通事業者や住民の代表などで構成する「笛吹市地域公共交通会議」

▼概略、その他

・あらかじめ運行する地域と運行ダイヤ、停留所は決められています。

・利用者が事前に乗りたい場所や時間を予約します。

・予約した者同士が一緒にそれぞれの目的地まで行く、乗り合い型の交通システムです。

・利用者からの予約があってはじめて乗り合いバスが運行します。

・予約のあった停留所のみを結んで運行します。

・運行時間や具体的な利用方法、登録の仕方等については、チラシ等によりお知らせします。

■問合せ先　笛吹市地域公共交通会議事務局（経営企画課内）　☎�055(262)4111

利用者��電話で予約 バス会社��予約受付 予約利用者の最寄の停留所か
ら目的地の停留所まで運行

　（財）ふえふき文化・スポーツ振興財団は、指定管理者として市より管理を受託しているスコレーセン

ターと石和中央テニスコートについて、広く市民の皆様にご利用していただくため、従来の定休日につ

いて次のとおり隔週で営業します。

▼新たに営業を開始する日　第１・第３・第５月曜日

（従来、この日が国民の祝日に関する法律に規定する休日に当たる場合は営業し、

その翌日は定休日でした。９月より、この翌日に振り替えていた定休日について

も営業します）

午前９時から午後５時まで

○スコレーセンター�………�年間を通して（ただし、今年は９月から）

○石和中央テニスコート�…�４月から10月まで（ただし、今年は９・10月）

　詳細につきましては、お問い合わせください。

■問合せ先　（財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　☎�055（263）7959

　
9
月
か
ら
下
記
の
日
程
で
『
集
団
健

診
（
特
定
健
診
含
む
）
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
だ
申
し
込
み
が
さ
れ
て
い
な
い
方
は

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
集
団
健
診
で
は
19
歳
以
上
の
市
民
を

対
象
に
結
核
検
診
を
は
じ
め
各
種
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
か
ら
74
歳
の
方
に
特
定
健
診
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
検
査
項

目
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

発
見
に
的
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の

研
究
で
、
肥
満
は
見
た
目
だ
け
で
な
く
、

内
臓
の
ま
わ
り
に
つ
く
脂
肪
細
胞
か
ら
、

体
に
悪
い
物
質
を
出
し
、
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
糖
尿
病
」
「
脳
卒
中
」
「
心
筋

梗
塞
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
重
症
化
す
る
ま
で
簡
単

に
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
生
活
習
慣
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、

是
非
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
結
果
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
危
険
が
高
い
人
に
は
、
生
活

習
慣
の
改
善
を
支
援
す
る
特
定
保
健
指

導
が
行
わ
れ
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
て
、
健
康
な
か

ら
だ
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
は
集
団
健
診
と
一
緒
に
行

わ
れ
、
ま
た
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
及
び

個
別
医
療
機
関
健
診
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
受
け
忘
れ
た
方
や
申
し
込
み
が

お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
各
種
健
診
内

容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

対象地区

春日居

御　坂

境　川

八　代

一　宮

集団健診日（特定健診含む）

9月10日（金）・11日（土）・12日（日）・13日（月）・
14日（火）・15日（水）

10月18日（月）・19日（火）・20日（水）・21日（木）・
22日（金）・23日（土）

10月26日（火）・27日（水）

10月5日（火）・6日（水）・7日（木）・8日（金）・9日（土）

9月24日（金）・26日（日）・27日（月）・28日（火）・
29日（水）・30日（木）、10月1日（金）・2日（土）

場　　所

春日居福祉保健
センター

御坂体育館

境川坊ヶ峯ふれあい
センター

八代総合会館

一宮保健センター

石　和 11月22日（月）・24日（水）・25日（木）・26日（金） スコレーセンター

全地区 12月11日（土） 八代総合会館



パフォーマンス、
大成功だったね!

私も会場ですごく
楽しめたわ～

笛ちゃん 吹ちゃん

　平成22年度山梨県男女共同参画推進事業者等表彰において、上矢瑛子さん（春日居町）が県民表

彰を受賞しました。

　この賞は、地域などにおいて、男女共同参画の推進に積極的に取り組み、その活動が模範となる

と認められる個人に贈られるものです。

　上矢さんは、平成９年から県女性いきいきアドバイザーとして活動を始めました。平成10年に旧

春日居町において“ヒューマンプランを考える会”を有志と一緒に設立しました。月に１度の定例

会や地域住民への学習会を開催しながら、会報を発行し

て全戸に配布するなど、積極的な啓発活動を行いました。

平成14年からは、旧春日居町男女共同参画計画の策定

に貢献されました。

　市においても設立当初から男女共同参画推進委員とし

て市長からの委嘱を受け、現在も推進活動に携わってい

ます。

　このような長年にわたる推進活動が認められ、今回の

受賞となりました。

　甲府市総合市民会館で開催された、平成22年度

『やまなし男と女とのフォーラム』～男と女とも

につくろう明るい未来～で、パフォーマンスの発

表をしました。今回は、「勇気をもって地域にはば

たこう」の会話劇と「輝けチャチャチャ笛吹の未来」

の歌と体操を行いました。

　会場からは、「身近な問題を取り上げていて分か

りやすかった」「私たちの男女共同参画にも参考に

したい」「歌も覚えやすく、一緒に口ずさむことが

できた」「とても、楽しかった」などの感想が寄せ

られました。

　これからも積極的にこのような活動の場

に参加したいと思います。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111
豚の頭を持った子供と私

　
２
０
０
８
年
よ
り
２
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
青
年
海
外
協
力

隊
の
家
庭
科
の
先
生
と
し
て
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
で
活
動
し
て
い
た
雨
宮
律
子
さ

ん
（
一
宮
町
）
が
帰
国
さ
れ
、
帰
国
報
告

が
届
き
ま
し
た
。

　
６
月
に
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
日
本

な
ら
で
は
の
良
さ
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
ロ
モ
ン
生
活
で
楽
し
か
っ
た
思
い

出
は
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
た
こ
と
で
す
。
教
会
で
お
祈
り
を

し
た
り
、
川
や
海
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行

っ
た
り
し
て
、
現
地
の
友
人
と
十
分
に

ソ
ロ
モ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
豚
祭
り
」

で
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
、
「
ピ
グ
ピ
グ

フ
ェ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

　
近
隣
の
村
人
と
豚
が
集
ま

っ
て
、
み
ん
な
で
豚
を
い
た

だ
き
ま
す
。
主
催
す
る
村
で

は
、
１
年
前
か
ら
豚
を
飼
育

し
ま
す
。
幸
運
に
も
、
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
車
で
１

時
間
そ
の
後
歩
い
て
２
時
間

の
場
所
に
行
き
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
３
日
間
行

わ
れ
ま
す
。
豚
を
列
に
並
べ

て
、
み
ん
な
で
処
理
を
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
に
切

り
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村

で
分
配
し
ま
す
。
前
回
、
誰
か
に
豚
を

も
ら
っ
た
人
は
、
今
年
そ
の
人
に
あ
げ

ま
す
。
今
年
、
誰
か
に
豚
を
あ
げ
た
人
は
、

次
回
そ
の
人
か
ら
豚
を
も
ら
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
忘
れ
な
い
約
束
事
で
す
。

　
新
鮮
な
豚
肉
は
、
石
焼
オ
ー
ブ
ン
や

角
煮
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豚
は
、
大
変
高
価
な
食
べ
物
で
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
や
結
婚
式
な
ど
大
き
な
行
事

の
時
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
「
ピ
グ
ピ
グ
　
フ
ェ
ス
」
の
意
味
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
た
だ
、
豚
を
み
ん
な

で
食
べ
て
、
楽
し
む
の
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
さ
す
が
、
ソ
ロ
モ
ン
人
。

　
私
の
帰
国
前
に
、
み
ん
な
が
送
別
会

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
豚
を
一

頭
購
入
し
て
み
ん
な
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
、
駅
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
石
和
温
泉
駅
前
広
場
の
バ
ラ
の
名

前
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
笛
吹
ロ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
須
田
和
美
会
長
）
の
会

員
約
20
名
が
参
加
し
て
バ
ラ
に
名
札

を
付
け
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
顧
問
で

小
松
ガ
ー
デ
ン
代
表
の
後
藤
み
ど
り

さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
市
営
バ
ス
待

合
所
や
自
転
車
駐
輪
場
前
な
ど
の
花

壇
に
植
え
ら
れ
て
い
る
バ
ラ
に
「
プ

リ
ン
セ
ス
ド
ゥ
モ
ナ
コ
」
「
パ
ト
リ
シ

ア
」
「
レ
デ
ィ
Ｘ
」
な
ど
60
種
類
の
名

札
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
石
和
温
泉
駅
前
広
場
に

植
え
ら
れ
て
い
る
１
０
２
種
類
４
５
０

株
の
バ
ラ
の
花
ガ
ラ
摘
み
な
ど
の
管
理

作
業
も
行
い
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、

栽
培
技
術
を
身
に
付
け
た
会
員
に
よ
っ

て
バ
ラ
を
植
栽
す
る
エ
リ
ア
を
増
や
し

市
内
・
外
に
バ
ラ
を
広
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
ラ
が
好
き
な
方

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
入
会
の
申
込
・
問
合
せ
先
　

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

区
画
整
理
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）
１
８
０
１

バラの品種名が表示された名札

活動する笛吹ローズクラブ会員



八代町高家の「みそなめ地蔵」

一宮町末木の「みそなめ地蔵」

春日居町桑戸の「みそなめの大日如来」

　
今
回
は
、
「
み
そ
な
め
地
蔵
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
み
そ
な
め
地
蔵
」
は
、
怪
我
を
し
た

人
や
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
、

自
分
の
体
の
悪
く
な
っ
た
と
こ
ろ
と
同

じ
場
所
に
味
噌
を
塗
り
、
治
癒
す
る
こ

と
を
祈
り
、
怪
我
や
病
気
が
治
っ
た
ら

「
よ
だ
れ
掛
け
」
を
掛
け
て
お
礼
の
お

参
り
を
し
た
お
地
蔵
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
風
習
は
、
い
つ
頃
か
ら
始

ま
っ
た
の
か
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
八
代
町
高
家
に
は
、
市
の
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
み
そ
な

め
地
蔵
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
み
そ

な
め
地
蔵
」
は
、
幅
約
75
セ
ン
チ
、
奥

行
き
約
55
セ
ン
チ
、
高
さ
約
25
セ
ン
チ

の
蓮
華
座
（
れ
ん
げ
ざ
）
の
上
に
、
座
高

約
82
セ
ン
チ
の
地
蔵
が
座
っ
て
い
る
石

造
地
蔵
菩
薩
座
像
（
せ
き
ぞ
う
じ
ぞ
う
ぼ

さ
つ
ざ
ぞ
う
）
で
す
。
江
戸
時
代
の
寛
文

（
か
ん
ぶ
ん
）
５
（
１
６
６
５
）
年
７
月
14

日
に
、
平
十
と
い
う
人
が
尼
僧
の
た
め

に
建
立
し
た
も
の
で
、
い
つ
頃
か
ら
か

怪
我
を
し
た
人
や
病
気
に
な
っ
た
人
が

味
噌
を
塗
っ
て
お
参
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
時
々
お
参
り

を
す
る
人
が
い
ま
す
。

　
一
宮
町
末
木
の
「
み
そ
な
め
地
蔵
」

は
、
石
幢
（
せ
き
ど
う
）
の
幢
身
を
祀
っ

た
も
の
で
、
六
地
蔵
の
祀
ら
れ
て
い
る

お
堂
の
一
番
奥
に
あ
り
、
今
で
も
味
噌

が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
見

る
と
六
地
蔵
の
口
元
に
も
味
噌
が
塗
ら

れ
て
お
り
、
現
在
で
も
厚
く
信
仰
さ
れ

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
春
日
居
町
桑
戸
に
は
、
地
蔵
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「
お
で
に
っ
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
「
み
そ
な
め
の
大
日
如

来
（
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
）
」
が
４
体
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
で
は
、
戦

国
時
代
の
弘
治
（
こ
う
じ
）
年
間
（
１
５
５

５
年
〜
１
５
５
７
年
）
に
、
村
人
に
よ
っ

て
河
原
の
砂
の
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た

も
の
で
、
「
体
の
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ら
、
同
じ
と
こ
ろ
へ
味
噌
を
つ
け
て
祈
れ
」

と
い
う
お
告
げ
が
あ
り
、
村
人
が
そ
の

通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
お
告
げ
の
通
り

治
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
り
お
堂
が
建
て
ら

れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
も
、
多
く
の
人
が
味
噌
を
塗
り
、

病
気
や
怪
我
の
治
癒
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（国保会計からの支払分の状況）

　平成22年5月の一人当たり療養給付費は16,610円でした。4月

に比べて1,008円下がりましたが、昨年同月と比較すると418円

（+2.6%）上がっています。引き続き、一人ひとりが医療費の

節約を心がけましょう。安定した国保運営のためにも、皆様の

ご協力をお願いします。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり療養給付費

�

　　
平
成
21
年
度
以
前
分
の
国
保
税
に
未

納
が
あ
る
世
帯
の
方
は
、
通
常
１
カ
月

の
期
限
付
き
の
保
険
証
の
発
行
に
な
り
、

毎
月
国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
更
新

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
示
す
方

に
は
６
カ
月
間
の
保
険
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
９
月
中
に
同
じ
世
帯
の
方
が

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
対
象
者

○
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
（
高
校
生
以
下
）

○
特
別
徴
収
対
象
者
（
国
保
税
の
年
金

天
引
き
対
象
者
）

▼
持
ち
物

　
保
険
証
・
印
鑑

※
今
回
の
有
効
期
限
は
、
平
成
22
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

　
な
お
、
納
付
相
談
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
納
付
相
談
も
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　　
国
保
税
は
、
大
き
な
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
に
よ

り
国
保
制
度
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
安
心
し

て
医
療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
決
め
ら
れ
た
国
保
税
を
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
時
以
外
は
、
時
間
外
・
休
日
受

診
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、
軽
症
の
患

者
さ
ん
の
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加

し
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん

の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
休
日
、
夜
間
は
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
も
高
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
負
担
も
高
く
な

り
ま
す
。

18,000

17,000

16,000

15,000

H20.5
15,600

H21.5
16,192

H22.5
16,610

〈参考〉
H22.4
17,618

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１



井伏鱒二（右）と飯田龍太（左）1963（昭和38）年4月16日身
延町の栃代川で　　　　　　　　　　撮影　小林富司夫

　
笛
吹
市
境
川
町
に
生
ま
れ
、
生
涯
を

こ
の
地
で
過
ご
し
た
俳
人
、
飯
田
龍
太

（
１
９
２
０
〜
２
０
０
７
）
は
、
二
ま
わ

り
近
く
年
の
離
れ
た
小
説
家
井
伏
鱒
二

（
１
８
９
８
〜
１
９
９
３
）
と
、
40
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
親
し
く
交
友
が
あ
り

ま
し
た
。

　
文
学
館
が
こ
の
秋
開
催
す
る
企
画
展

で
は
、
小
説
と
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
て
、
尊
敬
と
信
頼
で
結
ば
れ
た

ふ
た
り
の
文
学
者
の
、
心
豊
か
な
文
芸

交
流
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
飯
田
龍
太
が
、
井
伏
鱒
二
と
初
め
て

出
会
っ
た
の
は
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）

年
、
32
歳
の
時
で
し
た
。

　
こ
の
年
、
雑
誌
「
文
藝
春
秋
」
が
創

刊
30
周
年
を
迎
え
た
記
念
に
、
全
国
各

地
で
文
芸
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

甲
府
市
で
も
、
県
会
議
事
堂
で
10
月
10

日
の
夕
方
か
ら
開
か
れ
、
大
変
な
盛
況

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
講
師
は
、
小
説
家

の
石
坂
洋
次
郎
や
舟
橋
聖
一
、
俳
人
の

水
原
秋
櫻
子
ら
で
、
井
伏
鱒
二
も
そ
の

ひ
と
り
で
し
た
。
井
伏
は
54
歳
。
前
々

年
に
小
説
「
本
日
休
診
」
で
読
売
文
学

賞
を
受
賞
し
て
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い

た
時
期
で
し
た
。

　
一
行
は
そ
の
晩
、
湯
村
温
泉
の
常
磐

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
水
原
秋
櫻

子
は
こ
の
機
会
に
、
先
輩
俳
人
の
飯
田

蛇
笏
に
会
お
う
と
連
絡
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
翌
日
、
龍
太
が
蛇
笏
の
使
い
で
、

秋
櫻
子
を
迎
え
に
常
磐
ホ
テ
ル
を
訪
れ

ま
す
。
そ
こ
で
秋
櫻
子
か
ら
井
伏
を
紹

介
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
こ
と
を
、

井
伏
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
泊
し
て
翌
日
、
離
れ
の
部
屋
で
将

棋
を
さ
し
て
ゐ
る
と
、
相
手
の
秋
櫻
子

さ
ん
を
私
の
見
識
ら
ぬ
客
が
訪
ね
て
き

た
。
二
十
歳
あ
ま
り
に
見
え
る
じ
つ
く

り
し
た
感
じ
の
青
年
で
あ
る
。
」
（
「
飯

田
龍
太
の
釣
」
よ
り
）

　
一
方
で
龍
太
は
、
井
伏
の
印
象
を
こ

ん
な
風
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
「
す
で
に
鬱
然
た
る
大
家
の
風
格
、
と

感
じ
た
が
、
あ
と
あ
と
考
え
て
み
る
と
、

こ
の
ウ
ツ
ゼ
ン
と
い
う
形
容
は
、
こ
の

場
合
適
切
を
欠
く
こ
と
に
気
付
い
た
。
（
略
）

初
対
面
か
ら
、
井
伏
先
生
に
そ
ん
な
威

圧
感
は
な
か
っ
た
。
重
く
る
し
い
感
じ

な
ど
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
ど
こ
か
飄
々

と
し
た
晴
れ
や
か
な
も
の
。
ほ
ど
よ
い

ぬ
く
み
を
も
っ
た
初
秋
の
爽
風
と
い
う

感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
印
象
は
、

四
十
年
間
な
に
ひ
と
つ
変
わ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
」
（
「
花
下
追
想
」
よ
り
）

　
井
伏
は
龍
太
を
、
実
際
の
年
令
よ
り

も
ず
っ
と
若
い
青
年
と
思
っ
た
よ
う
で

す
が
、
「
じ
つ
く
り
し
た
感
じ
」
と
い
う

表
現
に
は
、
落
ち
着
い
た
思
慮
深
い
青

年
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
龍
太
は
、
10
代
の
頃
か
ら
井
伏
の
作

品
を
愛
読
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
上

京
し
て
予
備
校
に
通
っ
て
い
た
頃
、
「
読

書
で
一
番
魅
力
を
感
じ
た
の
が
井
伏
先

生
の
作
品
で
あ
っ
た
」（
「
恩
寵
の
絆
に
」
）

と
い
い
「
『
山
椒
魚
』
の
よ
さ
は
ま
だ

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
『
鯉
』
と
い

う
短
編
の
玄
妙
さ
や
、
『
集
金
旅
行
』
『
ジ

ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
な
ど
、
明
け
が

た
ま
で
読
み
ふ
け
っ
た
記
憶
が
あ
る
」

と
回
想
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
日
は
、
軽
く
顔
を
合
わ
せ
た
だ

け
で
し
た
が
、
間
も
な
く
ふ
た
り
は
手

紙
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
年
後
の
、
1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年

11
月
21
日
、
東
京
の
神
田
如
水
会
館
で
、

蛇
笏
が
主
宰
す
る
俳
句
雑
誌
「
雲
母
」

の
40
周
年
記
念
俳
句
大
会
と
蛇
笏
の
古

稀
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
井
伏
は

来
賓
と
し
て
出
席
し
、
「
蛇
笏
先
生
の
御

子
息
龍
太
さ
ん
と
は
、
時
折
御
手
紙
等

を
取
り
交
わ
す
友
人
で
す
」
と
挨
拶
し

て
い
ま
す
。
間
も
な
く
井
伏
は
、
境
川

に
蛇
笏
・
龍
太
親
子
を
訪
ね
、
蛇
笏
か

ら
、
猪
の
侵
入
を
防
ぐ
「
猪
垣
」
と
い

う
石
垣
の
話
な
ど
を
聞
き
と
っ
て
、
そ

の
こ
と
を
1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
に
発

表
し
た
「
甲
斐
わ
か
ひ
こ
路
」（
の
ち
『
七

つ
の
街
道
』
に
収
録
）
に
書
き
ま
し
た
。

井
伏
は
こ
の
中
で
、
境
川
村
に
つ
い
て
「
地

形
は
南
が
高
く
、
甲
府
盆
地
に
向
か
っ

て
潔
く
北
向
き
に
傾
い
て
い
る
。
冬
、

八
ヶ
岳
お
ろ
し
が
真
向
か
ら
吹
き
つ
け

る
筈
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
「
潔

く
」
の
一
語
に
は
、
単
に
地
勢
の
描
写

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す

蛇
笏
と
龍
太
父
子
の
風
姿
を
、
重
ね
合

わ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
も

と
も
と
井
伏
は
、
昭
和
の
初
め
頃
に
東

京
の
荻
窪
に
居
を
構
え
た
頃
か
ら
、
山

梨
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
、
小
説
の
題

材
を
取
材
し
た
り
、
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
釣

り
に
没
頭
し
た
り
と
、
山
梨
と
は
深
い

縁
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
、
太
宰
治
を

御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
に
呼
ん
だ
の
も
井

伏
で
し
た
。

　
飯
田
龍
太
と
い
う
若
い
俳
人
と
出
会

い
、
井
伏
と
山
梨
と
の
関
わ
り
は
、
さ

ら
に
太
く
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

▼
主
な
展
示
資
料

・
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
の
往
復
書
簡

日
常
身
辺
の
出
来
事
や
文
壇
の
話
題
、

釣
り
や
旅
行
の
相
談
な
ど
の
話
題
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
井
伏
鱒
二
が
飯
田
龍
太
へ
贈
っ
た
「
あ

の
山
は
誰
の
山
だ
」
軸

・
飯
田
龍
太
が
井
伏
鱒
二
へ
贈
っ
た
「
一

月
の
川
一
月
の
谷
の
中
」
軸

・
井
伏
鱒
二
「
荻
窪
風
土
記
」
「
飯
田
龍

太
の
釣
」
原
稿

こ
の
ほ
か
、
折
々
の
ふ
た
り
の
姿
を

と
ら
え
た
写
真
、
著
書
な
ど

▼
開
催
期
間

　
9
月
18
日
（
土
）
〜
11
月
23
日
（
火
）
　

休
館
日
　
9
月
21
日
・
27
日
、
11
月

4
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日

▼
観
覧
料
　
一
般
6
0
0
円

　
大
・
高
校
生
　
4
0
0
円

　
小
・
中
学
生
　
2
5
0
円

※
各
種
割
引
券
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
文
学
館

〒
4
0
0
―
0
0
6
5

甲
府
市
貢
川
一
丁
目
5
―
35

☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
9
0
3
2
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八
田
家
書
院
で
「
鄙
（
ひ
な
）
の
会
」

主
催
の
「
つ
る
し
雛
学
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
学
習
会
の
日
程
と
制
作
す
る
作
品
等

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
場
所
　
八
田
家
書
院（
石
和
町
八
田
3
3
4
）

▼
参
加
費
　
材
料
費
と
し
て
、
各
学
習

会
そ
れ
ぞ
れ
8
0
0
円

▼
持
ち
物
　
裁
縫
道
具

■
申
込
・
問
合
せ
先

八
田
家
書
院
管
理
室

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日

　
20
歳
〜
79
歳
の
市
民
を
対
象
に
体
力

測
定
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
平
均
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
体
力
の

現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

の
体
力
・
健
康
の
保
持
、
増
進
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
14
日
（
火
）

　
午
後
7
時
〜
10
時
頃

▼
場
所

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

▼
内
容

（
全
年
代
共
通
）

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈

（
20
歳
〜
64
歳
）

反
復
横
と
び
・
立
ち
幅
跳
び
・
20
Ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

（
65
歳
〜
79
歳
）

開
眼
片
足
立
ち
・
10
Ｍ
障
害
物
歩
行
・

6
分
間
歩
行

▼
募
集
定
員
　
60
名
程
度

▼
申
込
み
期
間
　
9
月
10
日
（
金
）
ま
で

　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
下
水
道
事
業
に
対

す
る
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
9
月
の
「
下
水
道

の
日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
「
第
25

回
下
水
道
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
11
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
4
1
6
6
番
地

〈
駐
車
場
あ
り
〉
）

▼
内
容

○
下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
教
室

○
ミ
ニ
下
水
道
展
（
下
水
道
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
等
の
展
示
）
、
水
質
実
験

○
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
木
工
体
験
学
習

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

○
来
場
記
念
特
製
パ
ン
な
ど
の
無
料
配
布
、

花
の
苗
の
販
売
な
ど

○
お
た
の
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
催
　
山
梨
県
、
富
士
北
麓
流
域
下

水
道
推
進
協
議
会
（
富
士
吉
田
市
、

忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
）
、

（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

■
問
合
せ
先

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
5
（
2
2
）
2
2
5
9

【
午
後
の
部
】

午
後
1
時

〜
午
後
3
時

開
催
日

10
月
27
日（
水
）

10
月
13
日（
水
）

9
月
22
日（
水
）

9
月
8
日（
水
）

ひ
よ
こ

三
角
ふ
と
ん

唐
辛
子

ぞ
う
り

【
午
前
の
部
】

午
前
10
時

　
　
〜
正
午

さ
く
ら

俵
ね
ず
み

で
ん
で
ん

た
い
こ

ひ
ょ
う
た
ん



　
重
要
無
形
文
化
財
の
梅
若
玄
祥
、
山

本
東
次
郎
ら
一
流
の
能
楽
師
・
狂
言
師

が
繰
り
広
げ
る
幽
玄
の
世
界
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
水
）

開
場
　
午
後
6
時

開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所
　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
演
目
　

仕
舞
　
「
敦
盛
」
　
佐
久
間
二
郎

狂
言
　
「
二
人
袴
」
山
本
東
次
郎

能
�
�

「
融
」
梅
若
玄
祥
（
六
郎
改
め
）

▼
入
場
料
（
指
定
席
）
　
5
0
0
0
円

▼
助
成
　
芸
術
文
化
振
興
基
金

■
問
合
せ
先
　

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
民
講
座
で
学
ん
だ
仲
間
が
「
自
主

講
座
」
を
立
ち
上
げ
三
年
を
経
た
今
で

も
学
び
続
け
て
い
ま
す
。
菅
原
さ
ち
子

先
生
（
石
和
町
在
住
）
の
指
導
の
も
と
、

デ
リ
ケ
ー
ト
な
古
い
時
代
の
縮
め
ん
を

一
針
一
針
こ
こ
ろ
を
込
め
丁
寧
に
縫
い

上
げ
た
作
品
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
に
も

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
水
）
〜
12
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
8
日
は
午
後

1
時
か
ら
、
12
日
は
正
午
ま
で
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
・
バ

ン
ド
は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル

の
7
人
編
成
の
バ
ン
ド
で
、
現
在
ま
で

に
15
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト
出
演
以
外
に
も
、

2
0
1
0
年
の
J
R
A
ク
ラ
ブ
競
馬

C
M
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
を
担
当
す

る
等
、
C
M
、
映
画
や
テ
レ
ビ
に
多
数

楽
曲
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
行
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
、

楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
大
好
評
で
、
笛
吹
市
で
も
、

公
演
に
先
立
ち
市
内
４
つ
の
小
・
中

学

校

で

、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
な
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆

さ
ん
の
熱
い

要
望
に
応
え

て

、
2

年

ぶ

り
の
ラ
イ
ブ

で

す

。
ど

う

ぞ
お
楽
し
み

に
。

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
土
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
入
場
料
（
全
席
自
由
）

一
般
　
　
　
　
1
0
0
0
円

高
校
生
以
下
　
　
5
0
0
円

▼
助
成
　
（
財
）
地
域
創
造

■
主
催
・
問
合
せ
先

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
デ
ュ
オ
で

活
動
を
行
う
「
オ
ル
ビ
ス
マ
リ
ン
バ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
奏
で
る
、
ま
ろ
や
か

で
優
し
い
音
色
に
癒
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
19
日
（
日
）

開
場
　
午
後
6
時
30
分
　

開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
曲
目
　
月
の
光
、
鐘
、
ト
ロ
イ
メ
ラ

イ
、
秋
の
童
謡
、
別
れ
の
曲
他

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

幽玄の世界をご堪能ください

迫力あるライブをお楽しみください

オルビスマリンバアンサンブルによる演奏会

　
今
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る

　
『
命
・
家
族
・
夢
』

▼
対
象

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
象
の
講
演
会
で
す
が
、

一
般
の
方
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
9
日
（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▼
定
員
　
3
0
0
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
講
師

　
大
野
靖
之
氏
（
歌
う
道
徳
講
師
）

▼
申
込
受
付

　
9
月
13
日
（
月
）
か
ら

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
、
所
属
の
学
校
へ

一
般
の
方
は
、
一
宮
中
学
校
教
頭
へ

■
問
合
せ
先

　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
調
査
研
究
部

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
0
0
4
4

　
　
担
当
　
一
宮
中
学
校
　
教
頭

　
ピ
ア
ノ
連
弾
と
お
話
で
楽
し
む

　
動
物
の
謝
肉
祭
（
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
）

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

　
い
ち
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▼
内
容

　
動
物
の
登
場
す
る
唱
歌
・
童
話
他

▼
チ
ケ
ッ
ト
代

　
高
校
生
以
上
　
前
売
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
当
日
1
5
0
0
円

　
中
学
生
以
下
　
前
売
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
当
日
　
7
0
0
円

　
（
3
歳
児
未
満
無
料
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者

　
古
屋
真
木
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
市
川
ち
づ
る
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
三
浦
和
子
　
（
ピ
ア
ノ
）

　
真
由
　
　
　
（
朗
読
）

　
市
川
沙
絵
　
（
ピ
ア
ノ
）

▼
後
援
　
笛
吹
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
山
梨
日
日
新
聞
社

　
　
　
　
山
梨
放
送

■
問
合
せ
先

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
5
0
1
（
市
川
）

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
6
8
5
0
（
三
浦
）

　
石
和
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員
の
み

な
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
文
化

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
良
く
知
っ
て
い
る
小
説
『
楢

山
節
考
』
や
、
執
筆
さ
れ
た
数
々
の
作

品
を
通
し
て
郷
土
が
生
ん
だ
作
家
「
深
沢

七
郎
」
の
魅
力
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
10
日
（
金
）

開
場
　
午
後
6
時
30
分

開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
定
員
　
2
0
0
名

▼
入
場
料
　
無
料

▼
講
師
　
近
藤
信
行
氏
　

　
（
山
梨
県
立
文
学
館
館
長
）

■
問
合
せ
先

　
石
和
町
文
化
協
会
　

会
長
　
畑
野
直
道

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
6
1
2
8

▼
対
象
　
小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生

▼
日
時
　
10
月
16
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
甲
府
市
中
央
1
―
10
―
7

▼
募
集
人
数

　
約
30
名
（
先
着
順
、
参
加
費
無
料
）

▼
内
容

①
裁
判
所
広
報
用
ビ
デ
オ
「
裁
判
所
っ

て
ど
ん
な
と
こ
?
」
上
映

②
裁
判
員
裁
判
に
つ
い
て
説
明

③
実
際
の
法
廷
で
、
模
擬
裁
判
を
体
験

④
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学

▼
申
込
期
間

　
9
月
1
日
（
水
）
〜
10
月
8
日
（
金
）

受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭

日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
1
1
3
3

　
甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
7
2
3
4



愛
犬
の
た
め
の
マ
ナ
ー
教
室

　
愛
犬
の
し
つ
け
方
や
飼
い
主
の
マ
ナ

ー
向
上
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時

10
月
10
日
（
日
）

受
付
　
午
後
０
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
後
1
時
〜
4
時

※
雨
天
の
場
合
、
10
月
11
日
（
月
）
に
延

期
▼
集
合
場
所

　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
Ｐ
2
駐
車
場

▼
愛
犬
数
　
1
人
1
匹
ま
で

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
9
月
10
日
（
金
）
か
ら

▼
講
師

日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会

小
幡
香
利
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

環
境
講
座
「
リ
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
」

　
産
業
廃
棄
物
や
一
般
家
庭
の
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ー
パ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
23
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

　
歩
き
や
す
い
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
9
月
23
日
（
木
）
か
ら

▼
講
師
　
　
　

鈴
健
興
業
（
株
）

和
泉
智
哉
統
括
本
部
長

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

▼
日
時
�
9
月
18
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

　
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

▼
場
所

　
山
梨
県
立
博
物
館
常
設
展
示
室

▼
観
覧
料
�

大
人
1
人
5
0
0
円

（
常
設
展
観
覧
券
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
）

▼
内
容

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
法

然
上
人
絵
伝
」（
山
梨
県
立
博
物
館
蔵
、

甲
州
市
勝
沼
町
万
福
寺
旧
蔵
）
浄
土
宗

の
開
祖
で
あ
る
法
然
上
人
の
生
涯
が

描
か
れ
た
鎌
倉
時
代
末
期
の
掛
軸
を

特
別
に
展
示
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館
　

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
平
和
で
平
等
な
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
、
「
地
球
社
会
を
共
に
生
き
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
25
日
（
土
）

受
付
　
午
前
10
時
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
20
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

・
笛
吹
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

歩
み

・
笛
吹
市
に
お
け
る
国
際
交
流
の
歩
み

・
笛
吹
市
の
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

▼
参
加
費

無
料
（
希
望
者
に
は
5
0
0
円
で
昼
食

を
用
意
い
た
し
ま
す
）

▼
締
切
　
9
月
20
日
（
月
）

※
昼
食
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
催

　
国
際
女
性
教
育
振
興
会
山
梨
県
支
部

▼
後
援
　
笛
吹
市

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
国
際
女
性
教
育

振
興
会
山
梨
県
支
部
事
務
局

�
☎
0
9
0
（
7
6
3
9
）
4
3
4
4

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
よ
り

広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
24
日
（
日
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
内
容

・
発
表
の
ひ
ろ
ば

�
各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表

・
体
験
・
学
習
の
ひ
ろ
ば

�
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験

・
交
流
・
情
報
の
ひ
ろ
ば

�
飲
食
、
福
祉
模
擬
店
な
ど

▼
各
ひ
ろ
ば
へ
の
出
演
、
出
展
者
募
集

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
期
限
　
9
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
市
内
の
母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に

外
出
交
流
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
・
集
合
場
所
　
10
月
2
日
（
土
）

　
集
合
　
午
前
5
時
30
分

出
発
�

午
前
6
時

石
和
清
流
公
園
駐
車
場

▼
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

�
（
千
葉
県
浦
安
市
）

▼
定
員
・
受
付
期
間
　
90
名
（
先
着
順
）

　
9
月
6
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

▼
参
加
費
　
1
人
に
つ
き
1
0
0
0
円

（
交
通
費
、
入
場
料
含
む
）

※
必
ず
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
飲
食
代
は
す
べ
て
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
本
所
（
八
代
）
、

石
和
、
御
坂
、
一
宮
、
境
川
、
春
日
居
、

芦
川
の
各
地
域
事
務
所
に
参
加
費
持

参
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
の
際
に
、
母
子
・
父
子
家
庭
で

あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

医
療
費
助
成
受
給
者
証
、
公
的
機
関

か
ら
の
通
知
等
証
明
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
社
会
見
学
バ
ス
を
行
い

ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
宅
障
が
い
者
（
た
だ
し
、

介
助
な
ど
が
必
要
な
方
は
、
介
助
で

き
る
方
が
ご
同
伴
く
だ
さ
い
）

▼
日
時

�
①
9
月
30
日
（
木
）

�
②
10
月
2
日
（
土
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
両
日
と

も
）

※
参
加
日
は
、
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
行
き
先

・
葛
西
臨
海
水
族
館

・
N
H
K
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク

▼
定
員
　
両
日
と
も
各
70
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
各
地
域
事
務
所
ま

た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
前
に

見
学
施
設
の
減
免
申
請
を
行
う
た
め
、

申
込
み
の
際
、
障
害
者
手
帳
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
受
付
期
間
・
時
間
　
9
月
6
日
（
月
）
〜

10
日
（
金
）
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

�
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
増
進
す
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
高
齢
者

社
会
見
学
バ
ス
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
日
時
　
10
月
6
日
（
水
）

　
午
前
7
時
〜
午
後
6
時
（
予
定
）

▼
行
き
先

群
馬
県
富
岡
市
方
面
　「
富
岡
製
糸
場
」
�
�

「
碓
氷
峠
鉄
道
村
」
他
（
予
定
）

▼
定
員
　
4
0
0
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円

　
（
昼
食
代
、
見
学
料
の
一
部
）

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
笛
吹
市
社
会
福
祉
協

議
会
各
地
域
事
務
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
・
時
間
　
9
月
6
日
（
月
）
〜

10
日
（
金
）
�

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
は
講

座
情
報
の
提
供
・
単
位
認
定
を
行
う
、

学
習
支
援
制
度
で
す
。
い
つ
で
も
、
誰

で
も
無
料
で
入
学
で
き
、
い
つ
ま
で
も

学
び
続
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
1
9

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
2

.m
a

n
a

b
i.p

r
e

f.

y
a

m
a

n
a

s
h

i.jp
/

c
a

m
p

u
s
n

e
t/

地
域
事
務
所
住
所（
設
置
場
所
）

地
　
域

石
　
和

御
　
坂

一
　
宮

八
　
代

境
　
川

春
日
居

芦
　
川

芦
川
町
鶯
宿
4
6
6
―
1
（
芦
川
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

春
日
居
町
寺
本
1
4
2
―
1
（
春
日
居
福
祉
会
館
内
）

境
川
町
藤
垈
2
5
8
8
（
坊
ヶ
峯
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

八
代
町
南
9
1
7
（
市
役
所
八
代
支
所
内
）

一
宮
町
末
木
8
3
9
―
1
（
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

御
坂
町
栗
合
87
（
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

石
和
町
市
部
4
4
8
（
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
内
）



　
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
テ
ニ
ス
教
室（
硬

式
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

で
初
級
者

▼
日
時

9
月
17
日
（
金
）
か
ら
10
月
22
日
（
金
）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
計
6
回
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所
�

石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　
30
人

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
コ
ー
ト
・
照

明
代
、
ボ
ー
ル
代
等
）

▼
申
込
方
法

9
月
1
日
（
水
）
か
ら
電
話
で
受
付
け

ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
早
川
　
0
5
5
（
2
6
2
）
2
0
5
0

　
吉
岡
　
0
5
5
3
（
2
6
）
2
7
5
7

　
60
才
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
市
民
を

対
象
に
、
無
理
な
く
楽
し
い
身
体
づ
く

り
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
運

動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
15
日
（
金
）
・
22
日
（
金
）
・
29
日

（
金
）
、
11
月
5
日
（
金
）
・
12
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
キ
ッ
ズ
広
場

　
（
雨
天
時
は
御
坂
体
育
館
）

▼
内
容

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
ー
チ
に
よ
る
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
軽

運
動
な
ど

▼
募
集
人
員
　
30
名

▼
費
用
　
5
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。
返
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
込
期
間

9
月
1
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
障
子
の
上
手
な
張
り
替
え
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
11
月
9
日
（
火
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
30
名

▼
受
講
料
　
3
1
5
0
円

▼
申
込
方
法

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
能
力
開
発
協
会
　

人
材
開
発
課

☎
0
5
5
（
2
4
3
）
4
9
1
6

℻
0
5
5
（
2
4
3
）
4
9
1
9

　
健
康
を
考
え
た
「
心
も
身
体
も
う
れ

し
い
」
食
事
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

栄
養
士
の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
、
ま

た
は
市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時

　
10
月
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

調
理
実
習
室

▼
内
容

・
つ
く
ね
の
照
り
焼
き

・
ほ
う
れ
ん
草
の
和
風
サ
ラ
ダ

・
大
根
の
み
そ
汁

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
以
内

▼
申
込
方
法

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
10
月
13
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

ボールを使用し、手や足を動かす運動をする参加者

　
企
業
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を

対
象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
複
式
簿
記
記
帳

を
学
び
、
我
が
家
の
農
業
経
営
を
分
析

し
て
経
営
改
善
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
期

平
成
22
年
11
月
〜
平
成
23
年
3
月

▼
場
所

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
市
役
所
春
日
居
支
所
隣
）

▼
内
容
・
定
員

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス

（
全
10
回
程
度
）
　
定
員
20
名

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
動
作
が
で
き

る
方

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
全
5
回
程
度
）
�

定
員
　
30
名

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
①
、
②
と
も
多
数
希
望
の
場
合
は
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
講
料

　
①
2
4
0
0
円
　
②
7
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
10
月
1
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所

峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
　

☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7

℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
9

　
笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
果
樹
栽
培
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
、
市
民
を
対
象
に
、

農
業
技
術
習
得
の
た
め
の
果
樹
剪
定
講

習
会
を
、
県
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

職
員
な
ど
専
門
技
術
指
導
員
を
講
師
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
農
業
経
験
の
な
い
方
で
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
農
業
に
関
心
が

あ
り
、
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
、
剪

定
技
術
を
習
得
し
た
い
方

▼
日
程
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
下
旬
に

か
け
て
10
日
程
度

（
詳
細
は
申
込
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま

す
）

▼
内
容

桃
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
ス
モ
モ
の
剪
定

（
受
講
す
る
果
樹
を
選
択
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
笛
吹
市
役
所
一
宮
支
所
１
階
笛
吹
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

■問合せ先

　健康づくり課　子宮頸がんの予防接種は　母子保健担当

　　　　　　　　子宮頸がんの検診は　成人保健担当

　　　　　　　　☎�055（261）1901

　子宮頸がんについては、その他のがんと異なり、原因が解明され、ほとんどがヒト

パピローマウイルス（HPV）というウイルスの感染であることが明らかになっています。

10代前半に子宮頸がん予防ワクチンを接種することで、子宮頸がんの発症をより効果

的に予防できることがわかりました。

　そこで、市では、小学６年生と中学３年生の女子について、ワクチン接種の費用を

補助します。（対象者には補助券を郵送しました）子宮頸がん予防ワクチンは、任意の

予防接種です。保護者の判断で接種するか否かを決めてください。

　子宮頸がんは、検診を受けていれば早期発見しやすく、完治しや

すいがんです。市内にお住まいの１９歳以上の女性なら誰でも検診

が受けられます。予防接種を受ける子どもたちの見本となるよう、

子宮頸がん検診を受けましょう。



　
9
月
15
日
（
水
）
か
ら
21
日
（
火
）
ま
で

の
「
老
人
週
間
」
に
敬
老
祝
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

8
月
1
日
現
在
市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
が

さ
れ
て
い
て
、
9
月
15
日
現
在
、
満

77
・
88
・
1
0
0
歳
以
上
の
方

▼
支
給
年
齢
・
支
給
額

○
満
77
歳
（
昭
和
7
年
9
月
16
日
か
ら

昭
和
8
年
9
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
　
3
0
0
0
円

○
満
88
歳
（
大
正
10
年
9
月
16
日
か
ら

大
正
11
年
9
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
　
5
0
0
0
円

○
満
1
0
0
歳
以
上
（
明
治
44
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
5
万
円

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
（
春
日
居
・
境

川
・
芦
川
支
所
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
課
）

　
桃
や
ぶ
ど
う
の
収
穫
の
時
期
を
む
か

え
、
収
穫
し
た
作
物
を
箱
づ
め
す
る
作

業
な
ど
で
腰
に
疲
れ
を
感
じ
て
い
ま
せ

ん
か
。
腰
は
、
文
字
通
り
体
の
「
要
」
で

す
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、
腰
の
筋
肉
が
固

く
な
り
、
姿
勢
が
悪
く
な
っ
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
今
回
は
、
腰
の
周
り
の
固

く
な
っ
た
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と

で
姿
勢
を
良
く
す
る
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。

　
腰
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
い
う
と
A
の
よ

う
な
前
屈
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
前
屈
は
腰
か
ら

足
の
裏
側
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
と
て
も
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ

で
す
が
、
腰
が
疲
れ
て
い
た
り
、
痛
い

と
き
は
前
屈
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
前
屈
を
し

な
い
で
腰
を
柔
ら
か
く
で
き
る
体
操
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
安
定
感
の
あ
る
椅
子
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

①
椅
子
に
座
っ
て
外
側
の
足
が
上
半
身

と
一
直
線
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
（
こ
の
姿
勢
が
取
れ
な
い
方
は
足
の

付
け
根
の
筋
肉
が
固
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
操
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
）
椅
子
か
ら
落
ち
な
い
よ

う
に
反
対
の
手
で
椅
子
を
し
っ
か
り

握
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
の
姿
勢
の
ま
ま
、
お
へ
そ
を
背
中

に
押
し
付
け
る
よ
う
に
腹
筋
に
力
を

入
れ
て
7
〜
10
数
え
ま
し
ょ
う
。

③
逆
の
足
も
同
じ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
運
動
後
に
前
屈
を
す
れ
ば
楽
に

体
が
倒
れ
る
事
が
実
感
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
介
護
予
防
体
操
の
ビ

デ
オ
（
運
動
の
内
容
は
違
い
ま
す
）
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

Ａ

今回紹介する体操時の姿勢

椅子のふちを
しっかりつかむ

腹筋に力を入れる

副菜1つ 牛乳･乳製品
１つ

■問合せ先　健康づくり課��健康企画担当

　　　　　　☎�055（261）1901

副菜2つ 主菜1つ

笛吹市の食材
なす

笛吹市の食材
ゴーヤ

材　料（6ヶ分）
な　す�………………………�300ｇ
粉寒天�………………………�6ｇ
プレーンヨーグルト�………�200ｇ
レモン汁�……………………�大さじ2
砂　糖�………………………�150g

【つくり方】

①なすは皮をむく。

②なすの身は適当な大きさに切り、鍋になす

の身がかぶるくらいの水と砂糖30ｇを入れ、

くずれるくらいまで煮る。

③なすの皮は水250mlと砂糖50ｇで煮る。

色が出たら皮を取り出し、レモン汁を入れ、

粉寒天2ｇを加え、ひと煮たちさせ、容器

に流しておく。

④ ②の水を切り、フードプロセッサーでド

ロっとするまでかきまぜ、ヨーグルトと砂

糖70ｇと粉寒天4ｇを入れて、さらにかき

まぜる。

⑤ ④を鍋に戻し、ひと煮たちさせる。

⑥粗熱がとれたら、容器に入れて冷やし固め

る。

【つくり方】
①ゴーヤは2ｃｍ幅の輪切りにし、スプーンで種とわ

たを丁寧に取り除く。
②生しいたけ・青じそ・しょうがはみじん切りにし、

鶏ひき肉とよく混ぜる。Ａを加えて、粘りがでるま
でさらに混ぜる。

③①のゴーヤに②を詰めて片栗粉・卵・パン粉の順に
まぶし、170℃の油できつね色になるまで揚げる。

材　料（4人分）
ゴーヤ�………�2本
鶏ひき肉�……�200ｇ
生しいたけ�…�2枚
青じそ�………�10枚
しょうが�……�少々
片栗粉・卵・パン粉・油　各適量

A

しょうゆ�……………�大さじ1
片栗粉�………………�小さじ1
酒�……………………�少々
あらびきこしょう�…�少々

市のホームページに食育推進のコーナーが更

新されました。季節の食材を使ったレシピ等

も掲載されていますので、ご活用ください。



地区 立 施　設　名 地区 立 施　設　名

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所

石和第四保育所

石和第五保育所

わかば保育園

境川保育園

木の花保育園

一宮保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

公

公

公

公

公

私

私

私

私

私

私

私

市内保育所（園）一覧表

石和

境川

一宮

八代花鳥保育所

八代御所保育所

博愛保育園

八代保育園

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

かすがい西保育所

かすがい東保育所

芦川へき地保育所

公

公

私

私

公

公

公

公

私

公

公

公

八代

御坂

春日居

芦川

実施日　　� 10月７日（木）

場　所�　　スコレーセンター

　
平
成
23
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
に
は
後
日
案
内
と
健

康
診
断
票
を
通
知
し
ま
す
が
、
9
月
15

日
頃
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
時
や
内

容
等
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�

　▼
対
象
児
童

平
成
16
年
4
月
2
日
生
〜
平
成
17
年

4
月
1
日
生

■
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

　
申
込
書
配
布
・
受
付
の
日
程
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
入
所
要
件

児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
保
護
者
の
就

労
や
出
産
・
病
気
・
病
人
の
看
護
な

ど
で
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
児
童
（
無
条
件
に
入
所
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

新
規
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間

　
9
月
27
日
（
月
）
〜
10
月
1
日
（
金
）

▼
配
布
場
所
・
時
間

○
保
育
課

・
（
月
曜
、
木
曜
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

・
（
火
曜
、
水
曜
、
金
曜
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
各
支
所

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

○
市
内
保
育
所
（
園
）

　
各
保
育
所
開
所
時
間
　

※
現
在
育
児
休
業
中
で
、
平
成
23
年
度

途
中
で
職
場
復
帰
す
る
場
合
も
申
込

め
ま
す
が
、
勤
務
先
で
発
行
す
る
育

児
休
業
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
希
望
保
育
所
（
園
）
の
市
内
外
は
問
い

ま
せ
ん
。

継
続
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間

　
9
月
27
日
（
月
）
〜
10
月
1
日
（
金
）

▼
配
布
方
法

○
市
内
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る
場

合
は
、
各
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て
配

布
○
市
外
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る
場

合
は
、
保
育
課
か
ら
郵
送

※
現
在
の
通
園
先
と
異
な
る
保
育
所
（
園
）

へ
の
転
園
希
望
は
、
新
規
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

新
規
・
継
続
入
所
申
込
書
受
付

期
間10

月
25
日
（
月
）
〜
11
月
12
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
申
込
書
に
同
封
の
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
保
育
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
5
5

健康診断日程表

受付時間

午後０時50分～１時10分

午後１時10分～１時35分

午後１時35分～１時55分

午後１時55分～２時10分

午後２時10分～２時20分

受付時間

午後０時50分～１時20分

午後１時20分～１時30分

午後１時30分～１時35分

午後１時35分～２時05分

午後２時05分～２時20分

児童の入学予定小学校

石和南小学校

石和東小学校

石和北小学校

富士見小学校

児童の入学予定小学校

御坂西小学校

御坂東小学校

芦 川 小 学 校

八 代 小 学 校

境 川 小 学 校

実施日�　　10月14日（木）

場　所�　　スコレーセンター

児童の入学予定小学校

石和西小学校

春日居小学校

一宮西小学校

一宮南小学校

一宮北小学校

実施日　　11月11日（木）

場　所�　　スコレーセンター

受付時間

午後０時50分～１時10分

午後１時10分～１時25分

午後１時25分～１時45分

午後１時45分～２時10分

　
手
当
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
、

平
成
22
年
9
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
て

い
た
だ
い
た
場
合
は
制
度
改
正
に
よ
る

特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
22
年
4
月
分

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
か
ら
4
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
た
認

定
請
求
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
紛
失
等
し
た
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
認
定
請
求
書

と
申
請
の
手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
1
日
か
ら
は
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
親
子

を
募
集
し
ま
す
。

　
指
導
士
の
も
と
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

就
学
前
の
子
ど
も
（
歩
け
る
お
子
さ
ん
）

と
保
護
者

▼
日
時
・
期
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

受
付
　
午
前
10
時
15
分

平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年
3
月

ま
で
の
第
4
火
曜
日

▼
場
所

　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
名

▼
服
装
・
持
ち
物

運
動
で
き
る
服
、
タ
オ
ル
、
親
子
の

飲
み
物
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
の

品
▼
参
加
費
　
3
0
0
0
円
（
全
6
回
分
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
発
祥
、
県
内
初
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　
ヨ
ガ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
で
、
体
の
調
子
を
整
え
な
が

ら
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の

方
▼
日
時
・
期
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

受
付
　
午
前
10
時
15
分

平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年
3
月

ま
で
の
毎
月
第
3
金
曜
日

▼
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
15
名

※
託
児
あ
り
（
要
相
談
）

▼
講
師
　

横
小
路
絵
美
先
生
（
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ

ス
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　
運
動
で
き
る
服
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
参
加
費
　
3
0
0
0
円
（
全
6
回
分
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
�
3
組

▼
日
時
　
9
月
9
日
（
木
）
・
16
日
（
木
）
・

22
日
（
水
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

�
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費

　
3
回
コ
ー
ス
　
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の

回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�
�Ｓ

ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8



　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
を
預
け
た
い
方

（
依
頼
会
員
）
と
預
か
り
た
い
方
（
協
力

会

員

）
の

会

員

組

織

で

す

。

現

在

�

3
0
6
人
の
方
が
会
員
に
登
録
し
、
会

員
間
で
育
児
の
援
助
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
1
0
8
8
件
の
活
動

実
績
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
感

謝
の
「
声
」
が
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
2
種
類
の
会
員

○
協
力
会
員
…
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
預

か
り
、
育
児
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

○
依
頼
会
員
…
生
後
2
カ
月
以
上
の
乳

幼
児
か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
い
る
方
で
育
児
の
手
助
け
を

受
け
た
い
方
で
す
。

▼
援
助
（
サ
ポ
ー
ト
）
の
内
容

「
残
業
や
出
張
で
子
ど
も
を
保
育
所
に

迎
え
に
い
け
な
い
」
「
子
ど
も
が
軽
い

病
気
だ
け
ど
仕
事
が
休
め
な
い
」
「
病

院
に
行
き
た
い
」
時
な
ど

▼
利
用
料

・
1
人
目
�

　
　
1
時
間
8
0
0
円

�
（
そ
の
内
3
0
0
円
は
市
が
負
担
）

・
2
人
目
以
降
�
1
時
間
4
0
0
円

�
（
そ
の
内
1
5
0
円
は
市
が
負
担
）

　
こ
の
機
会
に
、
講
習
会
を
受
講
し
て
、

市
の
子
育
て
応
援
団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
程
・
内
容

○
1
日
目

　
10
月
2
日
（
土
）
ま
た
は
6
日
（
水
）

・
子
ど
も
の
育
ち
と
大
人
の
か
か
わ
り

・
子
ど
も
の
病
気
と
世
話

○
2
日
目

　
10
月
13
日
（
水
）
ま
た
は
16
日
（
土
）

・
子
ど
も
の
心
の
発
達

・
最
近
の
子
育
て
事
情

・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
体
験
談

・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
・
市
役
所
南
館

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

・
笛
吹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
1
8
8

　
自
然
野
菜
を
使
っ
た
体
に
や
さ
し
い

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子
20
組
（
託

児
あ
り
）

▼
日
時

　
9
月
14
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
調
理
室

▼
講
師

　
H
I
B
認
定
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス
ト

　
秋
山
　
緑
氏

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
　
三
角
巾

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
お
い
て
、

受
益
者
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
「
通
知
が
届

か
な
い
」
「
旧
受
益
者
に
負
担
金
が
か
か

る
」
な
ど
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

『
下
水
道
事
業
受
益
者
（
納
付
管
理
人
）

住
所
（
居
所
・
事
務
所
）
変
更
届
』

受
益
者
が
変
わ
っ
た
場
合

�
『
下
水
道
事
業
受
益
者
異
動
届
出
書
』

　
受
益
者
決
定
後
、
負
担
金
納
付
の
途

中
で
売
買
・
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
受

益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
受
益
者
が
旧
の
受
益
者
の
負
担
金
納

付
を
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
届
け
出
が
な
い
場
合

は
旧
受
益
者
が
引
き
続
き
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
届

出
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
書
は
下
水
道
課
お
よ
び

各
支
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

老
後
生
活
は
、
こ
ん
な
に
長
い
！

　
65
歳
か
ら
の
平
均
余
命
は
、
男
性
18
年
、

女
性
23
年
で
す
。

老
後
生
活
は
、こ
ん
な
に
お
金
が
か
か
る
！

　
65
歳
以
上
の
農
家
夫
婦
の
家
計
費
は

年
間
2
7
2
万
円
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
夫
婦
で
年

間
1
5
8
万
円
、
年
間
1
1
4
万
円
（
1

カ
月
あ
た
り
約
10
万
円
）
不
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
た
め
の
公
的

積
立
年
金
で
す
。

　
農
業
者
年
金
は
老
後
生
活
を
が
っ
ち

り
サ
ポ
ー
ト

　
老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
送
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
農
業
者
年
金
の
ご
加
入
を

お
薦
め
し
ま
す
。

☆
農
業
者
年
金
の
特
色
☆

❶
農
業
に
従
事
す
る
人
は
広
く
加
入
で

き
ま
す

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳

未
満
の
人
は
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

脱
退
も
自
由
で
す
。
脱
退
一
時
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期
間
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険

料
は
将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

❷
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を

自
分
で
積
立
て
る
積
立
方
式
の
確
定
拠

出
型
年
金
で
す
。
年
金
額
が
加
入
者
・

受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し

た
制
度
で
す
。

❸
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　
毎
月
の
保
険
料
は
2
万
円
を
基
本
と

し
、
最
高
６
万
７
０
０
０
円
ま
で
１
０

０
０
円
単
位
で
選
択
で
き
ま
す
。
農
業

経
営
の
状
況
や
、
老
後
設
計
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の

要
件
を
み
た
す
農
業
者
に
は
国
か
ら
の

保
険
料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ

り
ま
す
。

❹
　80

歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年

金
で
す

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に

加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な

っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、
死
亡
一
時
金

と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

❺
税
制
面
で
も
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す

　
支
払
っ
た
保
険
料
（
最
高
年
額
80
・
4

万
円
）
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
（
民
間
の
個
人
年
金
の

場
合
、
控
除
額
の
上
限
は
5
万
円
）

　
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
65
歳
か
ら
年
金
受
給
の
場
合
は
国
民
年

金
〈

基

礎

年

金

〉
と

合

わ

せ

て

年

額

1
2
0
万
円
ま
で
は
非
課
税
）

❻
毎
年
の
積
立
金
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す

　
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
毎
年
、
前
年

度
に
納
付
し
た
保
険
料
、
前
年
度
の
運

用
益
、
前
年
度
末
の
積
立
金
の
総
額
が

各
個
人
ご
と
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
加
入
の
お
申
し
込
み
や

ご
相
談
は
農
業
委
員
会
事
務
局
又
は
お

近
く
の
Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8

　
ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引
き

続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
あ

る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
場
所

・
9
月
15
日
（
水
）

�
市
役
所
本
庁
３
階
　
会
議
室

・
10
月
20
日
（
水
）

�
御
坂
支
所

▼
時
間
（
両
日
と
も
に
）

�
午
前
9
時
〜
12
時

�
午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

�
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1



　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保

険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除

期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ

し
、
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
の
加
入
記
録

が
確
認
で
き
ま
す

　
年
金
の
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
い
つ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
を

確
認
し
た
い
」
と
き
や
、
「
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
た

い
」
と
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
に
な
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（h
ttp
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w
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o

.jp
/

）

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
米
・
米
加
工
品
の
取
引
等
に
関
す
る

記
録
と
保
存
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
記
録
（
帳
簿
又
は
パ
ソ
コ
ン
）

○
対
象
品
目
　
米
穀
、
米
粉
等
の
中
間

原
材
料
、
米
飯
類
、
も
ち
、
だ
ん
ご
、

米
菓
、
清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、
み

り
ん

○
対
象
事
業
者
　
生
産
者
及
び
対
象
品

目
の
販
売
・
輸
入
・
加
工
・
製
造
等

を
行
う
方

○
記
録
事
項
　
品
名
、
産
地
、
数
量
、

取
引
年
月
日
、
取
引
先
名
、
搬
出
入

の
場
所
等
を
記
録
し
、
3
年
間
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。

※
記
録
事
項
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
納
品
書
を
保
存
す
る
事
で
対
応
可

能
で
す
。

　
施
行
日
　
平
成
22
年
10
月

　
（
産
地
記
録
は
平
成
23
年
7
月
）

▼
伝
達
　
○
事
業
者
間
の
伝
達
…
対
象

品
目
を
譲
り
渡
す
場
合
、
伝
票
等
又

は
商
品
の
容
器
・
包
装
に
産
地
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
○
一
般
消

費
者
へ
の
伝
達
…
対
象
品
目
商
品
の

包
装
に
産
地
情
報
の
記
載
、
外
食
店

等
で
米
飯
類
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

メ
ニ
ュ
ー
に
産
地
情
報
の
記
載
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
施
行
日
　
平
成
23
年
7
月

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
山
梨
農
政
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
6
6
1
5

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
9
月
6
日
か
ら
1
週

間
を
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
・
時
間

　
9
月
6
日
（
月
）
〜
12
日
（
日
）
　
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
土
曜
、
日
曜

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

▼
実
施
機
関
　
甲
府
地
方
法
務
局
・
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

　
身
近
な
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
に
無
料
調
停
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

調
停
制
度
は
、
市
民
の
良
識
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
柔
軟
に
か
つ
費
用
も
少
な

く
紛
争
を
解
決
す
る
A
D
R
（
裁
判
外
紛

争
解
決
手
続
）と
し
て
、
訴
訟
と
並
ん
で
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
受
付
時
間
は
午
後
3
時
30
分
ま
で

▼
場
所

　
岡
島
百
貨
店
8
Ｆ
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会

館
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
（
甲
府
市
丸
の
内
）

▼
相
談
担
当

　
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部
　
民
事
・

家
事
調
停
委
員
（
弁
護
士
を
含
む
）

▼
内
容
　
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
、

土
地
・
建
物
の
問
題
、
貸
金
・
売
買

代
金
・
手
形
関
係
、
サ
ラ
金
の
返
済

の
問
題
、
相
続
の
問
題
、
夫
婦
・
家

庭
内
の
紛
争
、
そ
の
他

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ま

た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
調
停

の
申
立
て
、
そ
の
他
の
手
続
き
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
主
催
　
日
本
調
停
協
会
連
合
会

▼
後
援
　
最
高
裁
判
所

　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
合
せ
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
�

　
総
務
課
庶
務
係

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
1
1
3
3

　
結
婚
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

・
9
月
3
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
9
月
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
　

　
両
日
と
も
に
受
付
は
4
時
ま
で

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
を
行
い
、
印
鑑
・

Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身

分
証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
っ
て
も
、
情
報
を
提
供
し
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業
者
か

ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
9
月
15
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
　

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　

　
司
法
書
士
　
網
倉
　

義
久
氏

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
�

市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
11
月
13
〜
14
日
の
間
、
神
奈
川
県
横

浜
市
で
A
P
E
C
首
脳
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼
近
年
、
こ
う
し
た
国
際
会
議
は
、
国

際
テ
ロ
組
織
や
過
激
な
反
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
団
体
等
の
標
的
と
な
っ
て
お

り
、
大
規
模
な
テ
ロ
や
過
激
な
反
対

行
動
等
が
発
生
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

▼
山
梨
県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
脅
威

に
対
処
す
る
た
め
、
関
連
行
政
機
関

や
業
界
団
体
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
テ

ロ
等
国
際
組
織
犯
罪
対
策
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
山
梨
」
を
設
立
し
、
安
全
・

安
心
な
地
域
作
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
特
に
、
A
P
E
C
が
開
催
さ
れ
る
神

奈
川
県
に
隣
接
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

県
内
を

①
テ
ロ
リ
ス
ト
の
潜
伏
場
所
に
さ
せ
な
い

②
爆
弾
原
料
等
の
供
給
地
に
さ
せ
な
い

こ
と
を
重
点
に
、
対
策
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

１
車
両
盗
難
防
止
の
た
め
の
確
実
な
ド
ア

ロ
ッ
ク

自
動
車
爆
弾
に
使
わ
れ
た
ら
大
変
で
す
。

２
危
険
な
薬
品
、
銃
砲
・
火
薬
類
等
の
保

管
・
管
理
の
徹
底

塩
酸
、
硫
酸
、
過
酸
化
水
素
、
尿
素

な
ど
は
爆
弾
原
料
で
す
。

保
管
・
管
理
の
徹
底
。
盗
難
に
遭
っ

た
ら
警
察
に
速
報
し
て
く
だ
さ
い
。

３
大
型
施
設
や
電
車
内
で
不
審
物
を
発

見
し
た
際
は
さ
わ
ら
ず
、
直
ち
に
お

近
く
の
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

４
期
間
中
は
大
規
模
な
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す

都
内
や
横
浜
方
面
に
お
車
で
お
出
か

け
さ
れ
る
場
合
は
、
交
通
情
報
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　
警
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0



　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す

る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験

は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
程
・
場
所

受
　
付
　
10
月
1
日
（
金
）
〜
22
日
（
金
）

講
習
会
　
11
月
17
日
（
水
）

試
　
験
　
11
月
28
日
（
日
）

講
習
会
・
試
験
と
も
に

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

甲
府
市
朝
気
1
丁
目
2
番
2
号

■
申
込
先

　
（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

�
（
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
4
1
7
）

※
申
込
用
紙
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

・
笛
吹
市
役
所
下
水
道
課
窓
口

・
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー
　
　
　

富
士
吉
田
市
下
吉
田
4
1
6
6

☎
0
5
5
5
（
2
2
）
2
2
5
9

・
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

石
和
町
東
油
川
字
北
畑
4
1
7

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
7
3
8

・
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
　
　
　

南
巨
摩
郡
増
穂
町
長
沢
1
7
9
0
　

☎
0
5
5
6
（
2
2
）
8
5
1
1

・
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

大
月
市
梁
川
町
塩
瀬
8
0
0

☎
0
5
5
4
（
2
6
）
3
4
0
1

■
問
合
せ
先
　

　
（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局
　
�

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
7
3
8

　　
交
通
災
害
共
済
と
は
、
住
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に

し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
見
舞

金
を
お
く
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

　
今
年
度
の
加
入
は
ま
だ
受
付
中
で
す
。

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
万
が
一
に

備
え
て
家
族
揃
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
内
容

・
掛
金
　
一
人
年
額
5
0
0
円

・
共
済
期
間

　
加
入
日
の
翌
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日

・
見
舞
金
　
1
万
円
〜
1
0
0
万
円

※
入
院
・
通
院
し
た
日
数
に
よ
り
算
定

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
事
故
よ

り
、
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
21
年
度
見
舞
金
支
給
状
況
（
実
施

21
市
町
村
の
合
計
）

・
支
給
件
数
　
1
1
8
2
件

・
支
給
見
舞
金
総
額
　

　
9
0
1
2
万
5
0
0
0
円

■
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課
�

市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
山
梨
県
が
策
定
を
進
め
て
い
る
、
笛

吹
市
を
含
む
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る

今
後
の
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素

案
）
」
及
び
東
八
代
・
峡
東
都
市
計
画
区

域
変
更
（
素
案
）
が
、
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
素
案
の
縦
覧
と
意
見
書

の
提
出
、
公
聴
会
が
次
の
日
程
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

〈
都
市
計
画
変
更
の
素
案
の
縦
覧
及
び
公

述
意
見
の
提
出
〉

▼
縦
覧
期
間
　

9
月
2
日
（
木
）
〜
16
日
（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
日
は
除
く

▼
縦
覧
場
所

○
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

○
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・

建
築
課

○
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

▼
聞
こ
う
と
す
る
案
件

①
山
梨
県
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
に

つ
い
て

②
東
八
代
・
峡
東
都
市
計
画
区
域
の
変

更
に
つ
い
て

▼
意
見
書
の
提
出

聞
こ
う
と
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
公

聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
意
見
の
公
述
を
希

望
す
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
意
見

の
要
旨
及
び
理
由
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
（
提
出
期
限
…
9
月
16

日
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

▼
意
見
書
の
提
出
先

山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・

建
築
課

▼
公
聴
会
の
開
催
日
時

10
月
15
日
（
金
）
午
後
2
時
か
ら

▼
公
聴
会
の
場
所
�

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
そ
の
他
必
要
な
事
項

意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
、
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
聴
会

の
開
催
に
つ
い
て
9
月
17
日
（
金
）
以

降
に
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
県
都
市
計
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
　

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
7
1
6
（
直
通
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
f.y

a
m

a
n

a
sh

i.jp

/
to

s
h

ik
e

i/
in

d
e

x
.h

tm
l

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
（
山
梨

県
の
若
者
就
職
支
援
事
業
）
が
、
本
市
を

訪
れ
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　

お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
若
年

者
（
失
業
者
、
転
職
希
望
者
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
学
生
等
）

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
内
容
　

①
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

②
職
業
紹
介
・
求
人
情
報
の
提
供

③
職
業
適
性
診
断
・
能
力
開
発
相
談
等

※
そ
の
他
就
職
に
関
し
て
不
安
に
思
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
原
則
不
要
　

※
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
さ
れ

る
方
の
み
、
事
前
に
電
話
又
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
4
5
1
0

　
℻
0
5
5
（
2
3
3
）
4
5
1
8

　
笛
吹
市
と
友
好
都
市
交
流
を
行
っ
て

い
る
新
潟
県
佐
渡
市
に
あ
る
佐
渡
島
へ

の
舟
の
運
賃
割
引
が
、
期
間
限
定
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
佐
渡

島
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
割
引
日
　
8
月
21
日
（
土
）
か
ら
11
月

28
日
（
日
）
ま
で
の
、
土
・
日
・
祝
日

▼
内
容

・
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
乗
用
車
往
復
運
賃
特

別
割
引
（
新
潟
航
路
・
直
江
津
航
路
）

貨
物
車
・
バ
イ
ク
は
対
象
外
。
運
転

者
、
同
乗
者
の
旅
客
運
賃
が
別
途
必

要
で
す
。

・
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
（
旅
客
用
船
舶
）

　
運
賃
特
別
割
引
（
新
潟
航
路
の
み
）

※
自
転
車
運
賃
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

併
せ
て
実
施
中

8
月
19
日
（
木
）
か
ら
11
月
30
日
（
火
）

ま
で
の
期
間
（
新
潟
航
路
・
直
江
津
航

路
・
寺
泊
航
路
）
旅
客
運
賃
が
、
別
途

必
要
で
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.c

ity
.sa

d
o

.n
iig

a
ta

.

jp
/

in
fo

/
d

a
ta

/
2

0
1

0
/

0
8

0
1

.sh
tm

l

■
問
合
せ
先

・
佐
渡
市
　

交
通
政
策
課
　

生
活
交
通
係

　
☎
0
2
5
9
（
6
3
）
3
1
8
4

・
笛
吹
市
　

経
営
企
画
課
　

経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
手
帳
の
規
格
な
ど

○
サ
イ
ズ
　
82
㎜
×
1
4
5
㎜

○
表
紙
　
ワ
イ
ン
色
の
レ
ザ
ー
調

○
内
容
　
・
日
記
・
郷
土
編
「
郷
土
自
慢
」

な
ど
・
統
計
編
「
山
梨
県
主
要
指
標
」

な
ど
・
名
簿
編
「
各
種
議
員
等
名
簿
」
・

生
活
編
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
な
ど

▼
販
売
価
格
な
ど

○
価
格
　
5
0
0
円
・
別
売
　
住
所
録（
県

民
手
帳
差
込
み
用
）
80
円

○
名
入
れ
　
20
冊
よ
り
実
費
で
受
け
付

け
ま
す
。（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法
・
申
込
先

市
役
所
（
本
庁
舎
）
経
営
企
画
課
及
び

各
支
所
地
域
課
（
境
川
・
春
日
居
・
芦
川

支
所
は
地
域
住
民
課
）に
備
付
け
の
「
注

文
書
」
に
て
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
下
欄
の
注
文
書
（
コ
ピ
ー
可
）
に

ご
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
9
月
24
日
（
金
）

▼
配
布
時
期
　
11
月
中
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
代
金
引
き
換
え
）

■
問
合
せ
･
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付
先

　
〒
4
0
6
―
8
5
1
0

石
和
町
市
部
7
7
7

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

キリトリ線



■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�055（261）2044　または各支所

　県では、日常生活の中で、地球温暖化の原因となるCO2をどのくらい排出しているかを把握する「環
境家計簿」への取り組みを呼びかけています。家庭で使用した電気・ガス・ガソリンから排出される
CO2の量を知り、地球に優しい暮らしを実践することは、家計の節約にもつながります。
　地球とお財布に優しいエコライフを始めませんか。

▼取組期間　９～12月のうちいずれか連続した２カ月間
▼配布場所・提出先　市役所ごみ減量課または各支所
■問合せ先　山梨県　環境創造課　地球温暖化対策担当　☎�055（223）1506

　
今
年
度
、
市
内
各
地
区
の
資
源
物

回
収
会
場
で
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切

れ
の
油
を
回
収
し
ま
す
。
集
め
ら
れ

た
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
な
り
、
ご
み
収
集
車
な
ど
の

燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
９
月

は
春
日
居
地
区
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
手
持
ち
の
廃
食
油
が
あ
れ

ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
透
明
な

容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

　
午
前
７
時
〜
８
時
30
分

○
９
月
11
日（
土
）

　
別
田
…
別
田
ち
び
っ
こ
広
場

　
桑
戸
…
桑
戸
公
民
館
前

　
寺
本
…
春
日
居
支
所
北
側
駐
車
場

○
９
月
18
日（
土
）

小
松
…
三
枝
氏
所
有
地
（
県
道
小

松
十
字
路
東
側
１
５
０
ⅿ

右
側
空
地
）

　
国
府
…
国
府
公
民
館
前

　
鎮
目
…
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
回
収
す
る
油
の
種
類

植
物
油（
菜
種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、

べ
に
花
、
ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

○
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
、
パ
ー
ム
な

ど
の
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

○
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

○
廃
食
油
回
収
後
、
容
器
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
は
、
野
山

だ
け
で
な
く
、
河
川

敷
や
公
園
、
道
ば
た

な
ど
の
草
む
ら
に
い
て
、

春
か
ら
秋
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
だ
け
で
な
く
人
の
感
染

症
も
媒
介
し
ま
す
の
で
、
定
期
的

な
投
薬
に
よ
る
予
防
や
散
歩
後
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
動
物
愛
護
週
間
事
業
と
し

て
「
平
成
22
年
度
動
物
愛
護
デ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。
動
物
の
お
医
者
さ
ん
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
コ
ー
ナ
ー
、

犬
の
し
つ
け
方
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
９
月
23
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
　
衛
生
薬
務
課

　
食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
８
９

　
山
梨
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
連
絡
協

議
会
峡
東
支
部
で
は
、
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
２
日（
土
）

　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
場
所
　
山
梨
市
民
会
館
　
大
会
議
室

　（
笛
吹
の
間
）

※
会
場
の
関
係
で
、
犬
を
連
れ
て
く
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
当
日

参
加
も
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
連
絡
協

議
会
　
峡
東
支
部
事
務
局
（
山
梨
市
役

所
環
境
課
内
）（
担
当�

�神
津
）

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　�

（
内
線
２
１
３
５
）

　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動

の
基
本
と
し
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
　
９
月
21
日
（
火
）
〜
30
日
（
木
）

▼
重
点
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に

よ
る
朝
の
登
校
指
導
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
及
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
を

持
ち
、
家
族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交
通

事
故
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
岩
間
住
子
様
（
90
歳
・
石
和
町
窪
中

島
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
１
０

０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
は
、
ご
自
身
の
90
歳
に
な
ら

れ
た
記
念
と
し
て
、
ま
た
、
笛
吹
市
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
よ
り
な
さ
れ

ま
し
た
。

善
意
の
ご
寄
付

J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
様

�
�

（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
）

【
J
A
教
育
誌
】

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

春日居福祉保健センター特殊建築物定期調査業務委託

笛吹市内小学校　印刷機等購入

石和中学校食器消毒保管機購入

共同調理場（御坂・八代・春日居）過熱式調理器具消毒保管機購入

御坂学校給食共同調理場及び八代学校給食センター食器入替え

笛吹市立石和西小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立春日居中学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立一宮北小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立八代小学校・境川小学校・浅川中学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立御坂西小学校・御坂東小学校・御坂中学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立石和南小学校・石和東小学校・石和北小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市一宮学校給食センター建設工事（電気設備）

笛吹市一宮学校給食センター建設工事（機械設備）

笛吹市一宮学校給食センター建設工事（建築主体）

石和西小学校清掃業務委託

シンクライアントハードウエア購入

シンクライアントライセンス

八代地区配水管布設実施設計業務委託

市道河川占用資料作成業務委託

芦川町鶯宿第1（2-1）地区1年目工程業務委託

石和地区保育所厨房機器設置工事

御坂地区保育所厨房機器設置工事

区画道路10号線舗装工事

石和北小学校下水管改修工事

石和第三保育所改修工事

松本・国府用水路測量設計業務委託

農道測量設計業務委託（一宮地区）

窪中島地内用水路測量設計業務委託

※…総合評価落札方式

春日居福祉保健センター

市内（3校）

石和中学校

石和町唐柏

春日居町鎮目

一宮町中尾

八代町・境川町

御坂町

石和町

一宮町東原

一宮町東原

一宮町東原

石和町唐柏

市内

市内

八代町

石和町

芦川町鶯宿

石和町

御坂町

石和町松本

石和町松本

石和町中川

石和町松本・春日居町国府

一宮町石・市之蔵

石和町窪中島

¥600,000

¥3,200,000

¥1,700,000

¥2,400,000

¥3,700,000

¥22,300,000

¥23,000,000

¥23,000,000

¥65,000,000

¥66,000,000

¥69,000,000

¥127,000,000

¥134,000,000

¥265,000,000

¥950,000

¥9,000,000

¥28,000,000

¥2,400,000

¥5,800,000

¥18,300,000

¥4,180,000

¥6,500,000

¥2,700,000

¥5,300,000

¥11,800,000

¥7,000,000

¥7,100,000

¥7,700,000

¥550,000

¥180,000

¥1,513,000

¥2,360,000

¥3,419,950

¥22,100,000

¥22,000,000

¥21,900,000

¥63,000,000

¥64,650,000

¥67,500,000

¥114,000,000

¥121,000,000

¥211,980,000

¥630,484

¥7,200,000

¥22,999,725

¥1,180,000

¥3,980,000

¥17,500,000

¥3,970,000

¥5,800,000

¥2,565,000

¥3,950,000

¥9,300,000

¥6,300,000

¥6,400,000

¥6,850,000

一級建築士事務所アトリエK

（株）正直堂笛吹市営業所

（株）トーレイ

（株）日新厨房企画

（株）日新厨房企画

（有）エルテック

（株）滝沢電気

（株）滝沢電気

（株）真栄電気

（有）田中電気

（株）有電

（株）滝沢電気

（有）タナカ設備

（株）早野組

（有）中央美装サービス

（株）NTT東日本-山梨

（株）邦文堂

（株）エスティ設計

（株）大成エンジニアリング笛吹支店

陸地測量（株）

（有）佐野工業所

（有）東陽プロテック

丸吉工業（有）笛吹支店

（株）佐野緑化土木

（株）乙黒

（有）飯田測量

（株）カワイ

（株）理工エンジニアリング

平成22年6月22日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年6月22日※

　　　　〃　　　※

　　　　〃　　　※

　　　　〃　　　※

　　　　〃　　　※

　　　　〃　　　※

平成22年6月29日

〃

〃

平成22年7月6日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年7月13日

〃

〃

7月8日、市役所を訪問された岩間住子様（右）

御坂学校給食共同調理場
八代学校給食センター

御坂学校給食共同調理場・八代学校給食センター
春日居学校給食共同調理場



　
７
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、

香
港
に
お
い
て
笛
吹
市
、
Ｊ
Ａ
ふ
え

ふ
き
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
、
観
光

協
会
、
旅
館
組
合
が
笛
吹
市
の
観
光

や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
香
港
政
府
観
光
局
や
旅

行
会
社
に
市
の
観
光
資
源
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
同
時
に
、
一
般
消
費
者
に

市
特
産
の
桃
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
行

わ
れ
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
荻
野
市
長
が

生
産
量
日
本
一
の
桃
・
ぶ
ど
う
の
郷

で
あ
り
、
県
下
最
大
級
の
温
泉
地
を

持
つ
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
団
は
、
香
港
市
場
で

の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、
現
地
法
人

な
ど
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
、
市
立
保
育
所
11
施

設
で
桃
カ
レ
ー
が
給
食
と
し
て
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
桃

を
園
児
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
見
普
通
の
カ
レ
ー
で
す
が
、
食

べ
る
と
中
に
入
っ
て
い
る
桃
の
ほ
の

か
な
甘
い
香
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
、
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
生
の
桃
が
食
べ
な
れ
な
い

園
児
に
も
好
評
で
、
桃
カ
レ
ー
を
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

御坂西保育所の子どもたち

学校名・氏名種　　　　目

浅川中ソフトテニス女子（団体）

角田千佳・三枝なつみ（浅川中）ソフトテニス女子（個人）

小林雄斗（浅川中）陸上競技　男子1年1500ｍ

木村一貴（浅川中）水泳競技　男子50・100ｍ自由形

石川　輝（浅川中）水泳競技　男子200･400ｍ個人メドレー

芦澤花音（浅川中）水泳競技　女子200ｍ個人メドレー

石和中弓道　男子団体

石和中弓道　女子団体

標　駿也（石和中）柔道　男子73㎏級

石和中ソフトボール女子

寺本有那（石和中）陸上競技　共通女子100ｍ

田中璃瑚（石和中）陸上競技　2年女子100ｍ

小松さくら（石和中）陸上競技　1年女子100ｍ

丸山輝明・小幡慎司・内藤春来・山下　黎
小田遼太・雨宮功樹（石和中）

陸上競技　共通男子4×100ｍＲ

寺本有那・水野すみれ・福富結理香
田中璃瑚・小林咲子・小松さくら（石和中）

陸上競技　共通女子4×100ｍＲ

清水宏次郎・飯塚　航・手塚健太
保坂彰吾（石和中）

水泳競技　男子400ｍ　リレー

弦間美波（一宮中）
水泳競技　女子200ｍ背泳ぎ
　　　　　女子100ｍ自由形

角田祐佳（石和中）
水泳競技　女子200ｍバタフライ
　　　　　女子200ｍ個人メドレー

渡辺彩夏（石和中）水泳競技　女子400ｍ個人メドレー

成田正剛（春日居中）水泳競技　男子50･100ｍ自由形

広瀬日那乃（春日居中）水泳競技　女子50･100ｍ自由形

矢　友哉（御坂中）水泳競技　男子50･100m自由形

梶原拓実（御坂中）陸上競技　共通男子走り幅跳び

御坂中弓道　女子団体

石和中弓道　男子団体

青柳裕太郎（石和中）弓道　男子個人

標　駿也（石和中）柔道　男子73㎏級

寺本有那・水野すみれ・福富結理香
田中璃瑚・小林咲子・小松さくら（石和中）

陸上競技　共通女子4×100ｍＲ

　
８
月
３
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、

中
学
校
総
合
体
育
大
会
な
ど
で
上
位

の
成
績
を
収
め
、
各
種
目
の
県
代
表

と
し
て
関
東
・
全
国
大
会
に
出
場
す

る
市
内
中
学
生
選
手
の
激
励
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
代
表
者
が
「
出
場
で
き

な
か
っ
た
人
の
分
ま
で
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
荻
野
市
長
か
ら
激
励
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
た
必
勝
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

関
東
大
会

全
国
大
会 ■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　６月９日から７月７日までの毎週水曜日、八代総合会

館２階和室実習室で「ゆかたの着付け教室」を開催しま

した。

　市内在住の小林美智子講師の丁寧な指導により、受講

生全員が５回の講座で７種類の帯結びをマスターするこ

とができました。受講生の中には「ゆかたを着てコンサー

トに行きたい」という思いで参加した方や、「仕事でゆ

かたを着なくてはならない」という必要性に迫られて参

加した方もいました。講師の気さくな人柄により笑顔は

絶えず、お互いに着付けや帯結びを教え合う場面も見られ、

受講生同士の交流も図ることができました。今年の夏は、

ゆかたをおしゃれに着こなすことができたのではないでしょ

うか。

　この他にも、今回の教室のように午後７時から９時と

夜間の教室も開催しています。あなたも何か一つ市民講

座にチャレンジしてみませんか。

　
縄
文
時
代
の
大
遺
跡
、
北
杜
市
の

金
生
遺
跡
を
訪
ね
ま
す
。
現
地
で
は

遺
跡
を
見
学
し
、
資
料
館
も
見
学
し

ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
14
日（
日
）

　
午
前
９
時
集
合
、
午
後
４
時
解
散

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
40
名（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
、
水
筒
な
ど
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
今
回
は
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
跡

を
め
ぐ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
25
日（
土
）

　
午
前
９
時
集
合
、
正
午
終
了
予
定

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
20
名（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
。

　
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
ク
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
高
さ
15
㎝

ほ
ど
の
か
ご
を
編
み
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
20
名（
要
申
し
込
み
）

▼
材
料
費
　
４
０
０
円

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」

の
提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族

が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を

お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



　
７
月
８
日
、
境
川
小
学
校
で
笛
吹

警
察
署
な
ど
の
指
導
に
よ
る
防
犯
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
低
・
中
学
年
を
対
象
に
し
た
教
室

で
は
、
不
審
者
に
出
会
っ
た
場
面
を

想
定
し
て
防
犯
ブ
ザ
ー
の
使
用
な
ど

の
実
践
的
な
対
処
法
が
学
ば
れ
ま
し

た
。

　
高
学
年
に
は
携
帯
電
話
の
正
し
い

利
用
に
つ
い
て
の
啓
発
が
な
さ
れ
、

携
帯
電
話
は
気
軽
に
利
用
で
き
る
反

面
で
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
身
近
な
例
が
挙
げ

ら
れ
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

携帯電話について学ぶ教室の様子

市役所に訪れた藤原緋沙子さん（右）

　
７
月
９
日
、
甲
府
地
方
法
務
局
に

て
人
権
擁
護
委
員
の
小
林
節
子
さ
ん

（
八
代
町
）
に
法
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
平
成

13
年
か
ら

９
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

人
権
啓
発
や
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
な
ど
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

甲府地方法務局河原局長（左）から
感謝状を贈られる小林さん

　
７
月
29
日
、
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
石
和
温

泉
旅
館
協
同
組
合
加
盟
施
設
で
研
修

す
る
中
国
山
西
省
太
原
旅
遊
職
業
学

院
生
16
名
の
入
校
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
、
研
修
生
は
一
年
間
に
わ
た

り
笛
吹
市
で
接
客
の
知
識
や
技
術
を

習
得
し
ま
す
。
将
来
的
に
研
修
生
が

中
国
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
で
交

流
・
友
好
の
促
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
式
の
中
で
研
修
生
を
代
表
し
て
　

田
（
ち
ょ
う
で
ん
）
さ
ん
は
「
中
国
と

笛
吹
市
、
石
和
温
泉
郷
の
友
好
と
発

展
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ペットボトルを抱いて浮く参加者
（八代中央水泳プール）

　
７
月

24
日
、
八
代
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
、
水
難
事
故
発
生
時
の

緊
急
対
応
を
学
習
す
る
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
着
衣
の
ま
ま
で
、
「
背
面
キ
ッ
ク
」

「
顔
あ
げ
平
泳
ぎ
」
な
ど
の
泳
法
や
、

水
の
中
で
救
助
を
待
つ
方
法
と
し
て

ラ
ン
ド
セ
ル
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
抱

い
て
浮
く
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
、
講
師
を
務
め
た
公
認
着

衣
泳
指
導
員
の
阪
本
一
郎
氏
は
「
８

割
方
は
服
を
着
て
い
て
事
故
に
お
ち

い
る
。
自
分
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
し

た
ら
助
か
る
か
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

10団体が特色ある活動を発表

　
７
月

22
日
、
芦
川
町
上
芦
川
地

区
の
モ
デ
ル
ほ
場
に
お
い
て
、
石
和

第
二
保
育
所
の
園
児

22
名
が
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
園
児
に
芦

川
町
の
自
然
環
境
の
中
で
、
土
に
親

し
み
作
物
を
育
て
、
心
の
豊
か
さ
を

実
感
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
芦
川
町

の
農
山
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
当
日
は
、
気
温

30
度
を
越
え
る

猛
暑
で
し
た
が
、
園
児
は
元
気
い
っ

ぱ
い
に
た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

掘
り
起
こ
し
、
ほ
場
に
は
、
に
ぎ
や

か
な
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

石和第二保育所の園児と保育士

あいさつする　田（ちょうでん）さん（左）

　
７
月

20

日
、

一
宮
町

東
原
地

内
の
建

設
予
定

地
（
一

宮
ス
ポ
ー
ツ
広
場
敷
地
内
北
側
）
に

お
い
て
笛
吹
市
一
宮
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
建
設
は
、
一
宮
中
学
校
の
耐

震
化
に
伴
う
工
事
で
調
理
室
を
取
り

壊
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
宮

地
区
の
各
小
学
校
給
食
調
理
室
の
老

朽
化
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
は
オ
ー
ル
電
化
で
、
衛
生
面

に
優
れ
た
フ
ル
ド
ラ
イ
方
式
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
面
や
衛
生

面
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

食
育
学
習
等
を
目
的
と
し
て
見
学
通

路
と
会
議
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
災
害
時
の
地
域
の
方
の
米
飯
、

給
湯
、
汁
物
の
提
供
の
機
能
も
持
た

せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
建
築
が
進
み
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

学
校
に
給
食
が
提
供
さ
れ
る
の
は
平

成
23
年
２
学
期
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
原
作
の
小
説
「
藍
染
袴
お
匙
帖（
あ

い
ぞ
め
ば
か
ま
お
さ
じ
ち
ょ
う
）
」

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て
ド
ラ
マ
放
映
さ
れ
る
、

作
家
で
脚
本
家
の
藤
原
緋
沙
子
（
ふ

じ
は
ら
ひ
さ
こ
）
さ
ん
が
７
月
30
日

に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
高
知
県
出
身
で
す
が

笛
吹
市
の
自
然
を
気
に
入
り
、
昨
年

３
月
よ
り
春
日
居
町
に
居
住
し
て
い

ま
す
。
藤
原
さ
ん
は
懇
談
の
場
で
「
山

は
美
し
く
、
食
べ
る
も
の
は
何
を
食

べ
て
も
お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
桃
の
お
い
し
い
食
べ

方
、
市
立
図
書
館
の
運
用
状
況
、
藤

原
さ
ん
の
出
版
物
の
こ
と
な
ど
、
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
ド
ラ
マ
は
「
桂
ち
づ
る
診

察
日
録
」
と
い
う
題
名
で
９
月
４
日

か
ら
12
月
ま
で
毎
週
土
曜
日
、
午
後

７
時
30
分

か
ら
８
時

（
総
合
）
、

午
後
６
時

か
ら
６
時

30
分
（
Ｂ

Ｓ
ｈ
ｉ
）

で
放
送
さ

れ
る
予
定

で
す
。

　
７
月
23

日
、
ス
コ

レ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お

い
て
21
年

度
中
に
地

域
活
動
や

市
民
活
動

に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ

28
団
体
の
実
績
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
活
動
団
体
や

行
政
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に

対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
支
援
を
行

う
も
の
で
す
。
活
動
内
容
は
地
域
の

伝
統
文
化
の
継
承
、
防
災
意
識
の
啓

発
、
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

で
す
。

　
石
和
町
河
内
区
か
ら
は
、
区
内
の

広
場
を
区
民
自
ら
の
手
で
整
備
す
る

こ
と
で
、
区
民
の
一
体
感
と
地
域
へ

の
愛
着
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
助
成
事
業
は

10
月
末
日

ま
で
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。



◆
石
和
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
21
日（
火
）・

27
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）・
29
日（
水
）・
30
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

23
日（
木
）・
27
日（
月
）・
30
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

23
日（
木
）・
27
日（
月
）・
30
日（
木
）

◆
境
川
図
書
室

5
日（
日
）・
12
日（
日
）・
19
日（
日
）・

20
日（
月
）・
23
日（
木
）・
26
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
21
日（
火
）・

24
日（
金
）・
27
日（
月
）・
30
日（
木
）

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

９
月
２
日（
木
）・
16
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

９
月
９
日（
木
）・
30
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

９
月
４
日（
土
）・
11
日（
土
）・

18
日（
土
）・
25
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

�
9
月
4
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

9
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

9
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
9
月
1
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

9
月
5
日（
日
）・
12
日（
日
）・
26
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

9
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
9
月
11
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

9
月
15
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
9
月
19
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

9
月
11
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

9
月
1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）・
29
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

9
月
4
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。）

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

9
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

�
（
小
学
生
向
け
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

9
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

9
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

9
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な

し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

●日　　時　10月1日・8日・15日・22日・11月5日（金）午前10時から正午まで

●場　　所　スコレーセンター2階資料展示室等

●受�講�料　500円（材料費）�　●定　員　10人�　●講　師　笛吹図書館司書

●託　　児　あり（託児ボランティア“ももんちゃん”）

●申　　込　9月14日（火）午前10時より石和図書館カウンター

　　　　　　または電話で受け付けます。

定員になり次第締め切りますので、お申込みはお早めに!

●問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

小説家になるまでの道のりや笛吹市に住むきっかけなどを伺いました。

ドラマは9月から12月まで毎週土曜日にNHK総合テレビ及びBSiで放送される予定です。

笛吹市石和図書館及び春日居ふるさと

図書館に“藤原緋沙子コーナー”を開

設しました。多くの市民の皆様のご利

用をお待ちしています。

★小説家になるまでの過程を教えてください。

自分のこともやって、家事もやって、仕事もやって、子

育てもやって・・・やはり周囲の協力がなくてはやり遂

げられないと思いました。

★主婦業と両立するのは大変でしたか?

38歳の時。「部長刑事」（関西の長者番組）のシナリオ
でデビューしました。シナリオは100本くらい書きま
した。その後は時代劇の「長七郎」「暴れん坊将軍」「土
曜ワイド劇場」など。シナリオ=（イコール）捨てられ
る本。それに虚しさを感じて、小説家になろうと決心
しました。しかし、小説を書くうえでは役立っています。
小説家デビューは52歳の時です。

★最初のテレビデビューは?

温泉があって、美味しいものがあって、空気がよくて、お水が美味しくて、山があって・・・ちょうど笛

吹市がぴったりでした。さらに家庭菜園もできる。そこで山梨にしよう!� と決めました。とても幸せ

に思っています。

★笛吹市にお住まいになるきっかけを教えてください。

★ありがとうございます。

中学受験の息子に「勉強しなさい」と塾へ行かせるだけでなく、自分も何か勉強しなければ、と考え

て30代半ばの頃、小松左京主催の小説の学校に入り、シナリオライターのコースで学びました。

シナリオの卒論を、朝日放送の「必殺仕置人」のプロデューサーが読んでくださり、38歳でシナリオ

ライターとしてデビューしました。



▼「小中学生着衣泳教室」の取材日、晴
天に恵まれて真っ青なプールの水面がま

ぶしく照っていました。気分がおどって参加したい気分に
かられました。ただ、始まってみると、そこは「着衣泳」
です。プールの中なのに服を着たままの参加者がいます。
当たり前なのですが、何か不思議な景色でした。やはり参
加者も、いつもとは勝手が違うらしくプールから上がると、
水を含んだ衣服をまとってか「重い重い」と口々につぶや
いていました。参加された皆さん、お疲れ様でした。　�（K）
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